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人口構成や社会ニーズ
など将来の変化に柔軟に
対応できるような新庁舎
整備を進めていきます。

政令指定都市における本
庁舎として、通常業務の
遂行性に優れた新庁舎
整備を進めていきます。

非常時においても状況の
変化に柔軟に対応できる、
業務継続性を備えた新庁
舎整備を進めていきます。

１

2

3

将来の変化
への柔軟性
の確保

通常業務
の遂行性
の確保

非常時の
業務継続性
の確保

将来の人口構成や社会ニーズの変化に対応できる庁舎
将来の変化に伴い、行政組織の変更や業務形態の変化に柔軟に対応
できる庁舎を目指します。

長期間にわたり効率的に使い続けることができる庁舎
様々な変化に対応しつつ、長期間にわたり効率的に使い続けられる
よう、十分な保全性と経済性を備えた庁舎を目指します。

地震をはじめ、災害に強い構造を備えた庁舎
本庁舎は市民の安心・安全を支えるための総合防災拠点であるため、
耐震性に優れ、災害に強い構造・設備を備えた庁舎を目指します。

非常時の業務継続機能を備えた庁舎
災害発生等の非常時においても、迅速に業務機能を回復し、災害対
応等に従事できるよう、業務継続機能を備えた庁舎を目指します。

市民や事業者にとって使いやすく、利便性や機能性に
優れ、環境にも配慮した庁舎
本庁舎の業務がワンストップで対応できるなど市民や事業者にとっ
て使いやすく、業務遂行の利便性・機能性に優れ、高い環境性能を
備えた庁舎を目指します。

優れたセキュリティを持ち、安全に業務遂行できる庁舎
様々な情報に対する防犯性を確保するとともに、庁舎利用者の安全
性を確保するなど、安心して利用できる庁舎を目指します。



1-1 本庁舎周辺エリアのまちづくりへの寄与
～　 「まち」と「みなと」をつなぐ 　～

1-2 市民に開かれたシティホール
～　 人が集う 　～

・大きくリニューアルされ、新たなにぎわいの核となるＪＲ千葉駅周辺エリ
アと、千葉ポートタワーや旅客船桟橋などが立地する臨港エリアの中間に
位置し、「まち」と「みなと」をつなぐ結節点となる市庁舎を目指します。

・臨港プロムナードやみなと公園・モノレール駅などの都市施設と一体とな
る沿道型の建物配置とするとともに、周辺エリアのまちづくりに寄与する
よう機能配置を行います。

・庁舎の表玄関となる低層棟に、明るく開放的なロビー空間を整備するとと
もに、市議会をはじめ、市民センター・イベントスペースなど市民利用の
多い機能を整備し、市民に開かれたシティホールを目指します。

・市民生活を支える企業・団体等が集積する立地特性を活かし、市政運営の
拠点・総合防災拠点として、円滑な市政の情報発信・情報提供ができるよ
う機能配置を行います。

1-3 立地環境を活かした緑のまち並み形成
～　 緑で憩う 　～

・臨港プロムナード沿いの街路樹やみなと公園に面した緑のつながる立地環
境を活かし、壁面緑化・さくら広場など、市民の憩いの場となる緑化空間
を整備することで、周辺の緑と調和したまち並みを形成します。

2-1 時代の変化に対応する
柔軟性と効率性を備えた庁舎

2-2 政令指定都市の拠点にふさわしい
利便性と機能性を備えた庁舎

・フレキシブルな執務空間を積層する高層棟と、市民サービス・議会エリアを
集約する低層棟の、明快な分節による機能的なフロア構成とします。

・ユニバーサルレイアウトを採用し、組織改編に効率的に対応できる柔軟性の
ある執務空間とします。

・窓口と執務空間の明快な区分、関連部署の近接配置、議会エリアの低層棟配
置などにより、来庁者のワンストップ性を発揮し、市民の利便性と職員の機
能性を備えた庁舎とします。

・セキュリティに配慮した動線計画や機能配置により、低層棟１・２階のイベ
ントスペース・食堂・カフェなど、閉庁時の市民利用に配慮した空間構成と
します。

2-3 非常時の業務継続性を備えた庁舎

・総合防災拠点として、免震構造の採用やインフラの多重化・災害発生時のバッ
クアップ機能を備えるなど、非常時の業務継続性を備えた庁舎とします。

・周辺エリアに立地する企業・団体等との連携など、通常時のみならず、非常
時の運用へのシームレスな移行に配慮した空間構成とします。

2-4 省エネルギーと環境に配慮した庁舎

・自然エネルギーを活用するなど、省エネルギー化・環境負荷の低減を図ると
ともに、 更新や維持管理のし易さに配慮した庁舎とします。











1
確認申請（計画通知）

（千葉県建築基準法施行条例）
●該当

千葉市都市局建築部

建築審査課

 043-245-5839

同左

（工事着工までに確認済証

の受領が必要）

2 構造評定 ●該当
民間審査機関

国交省

同左

（計画通知までに大臣認定の

取得が必要）

3
消防同意（消防法）

千葉市火災予防条例
●該当

千葉市消防局

予防部指導課

043-202-1668

同左

（計画通知と同時期に

必要書類の提出）

消防法上用途：複合用途　16項の（イ）、全館スプリンクラー設置が必要。

ヘリポートの設置：計画建物は震災時等に拠点となる防災関係公共機関に該当するので緊急離着陸場を設置。（退避場所の設置有無及び広さについては要協議）

4 その他消防関係 ○非該当 千葉市消防局 防火水槽、消防活動用空地の設置（警防課）：都計法29条の許可不要、千葉市宅地開発指導要綱に非該当なので、設置義務はない。

法律、条例 該当・非該当 協議先 主な設計反映事項・確認事項
提出先

（届出・申請の期日）

4 その他消防関係 ○非該当 千葉市消防局 防火水槽、消防活動用空地の設置（警防課）：都計法29条の許可不要、千葉市宅地開発指導要綱に非該当なので、設置義務はない。

5
開発許可

（都市計画法第29条）
○非該当

千葉市都市局

都市部宅地課

043-245-5320

埋立地により、建物の敷地として計画された土地のため、開発許可は不要。

6
千葉市中高層建築物の建築に係る

紛争の予防と調整に関する条例
●該当

千葉市都市局建築部

建築指導課建築相談室

043-245-5856

同左

（計画通知31日以上前

に標識設置）

7

バリアフリー法

（高齢者、障害者等の移動等の

円滑化の促進に関する法律）

●該当

特別特定建築物で床面積が2,000㎡以上の新築→

建築物移動等円滑化基準）

千葉市都市局

建築部建築指導課

043-245-5856

確認申請機関

（計画通知にて

チェックリスト審査）

特別特定建築物に該当（保健所、税務署その他不特定かつ多数の者が利用する官公署)

身障者用駐車場：規模が２００台を超える場合にあっては当該駐車台数に１／１００を乗じて得た数に２を加えた数以上を設置すること。

指導課としては誘導的基準までは求めない。法・条例の厳しい基準を採用する。

8 千葉県福祉のまちづくり条例
●該当

特定施設：官公庁舎等

千葉市都市局

建築部建築指導課

043-245-5856

同左

（着工前）
市職員が利用するエリアについては不特定多数が利用するエリアに該当しない為、「利用者の用に供さないエリア」として適用外として良い。

9
千葉市都市景観条例

（景観法）

●該当
千葉市都市局

都市部都市計画課

都市景観デザイン室

同左

（着工30日前） うみの景観ゾーン、千葉都心景観ゾーン配慮指針（千葉市景観計画参照）9
（景観法）

高さが20m、または延べ面積が5,000㎡超え
都市景観デザイン室

043-245-5307

（着工30日前）

計画通知との関係無し

うみの景観ゾーン、千葉都心景観ゾーン配慮指針（千葉市景観計画参照）

10
千葉市屋外広告物条例

（屋外広告物法）
○非該当

千葉市都市局

都市部都市計画課

都市景観デザイン室

043-245-5307

11
緑化の推進及び樹木等の保全に関する条例

（千葉市公共施設等緑化推進要綱）

●該当

敷地面積

500㎡以上の施設

千葉市都市局

公園緑地部緑政課

043-245-5774

同左
（緑化率20％以上（地上部で10％以上）、接道部70%以上（幅0.6m以上））

植栽密度10㎡当り：高木１本、中木２本、低木15本　換算率　高木：中木：低木：生垣＝１：５：１５：３ｍ

12
千葉市建築物の環境配慮に関する要綱

（千葉市建築物環境配慮制度）

●該当

2,000平方メートル以上の

建築物を新築等

千葉市都市局建築部

建築指導課　企画管理班

043-245-5694

同左

（着工21日前）

建築主はCASBEEにより、当該建築物の環境性能を評価し、当該評価結果を着工前に市長へ届出。

建築物の環境性能の評価に際しては、CASBEEのうち、CASBEE-建築（新築）により行う。

13

千葉市低炭素建築物新築等計画の

認定等実施要綱

（都市の低炭素化の促進に関する法律）

○非該当

千葉市都市局建築部

建築指導課　認定班

043-245-5856

同左

14
建築物エネルギー消費性能適合性判定

（エネルギーの使用の合理化等に関する法律）

●該当

床面積の合計が2,000㎡以上の特定建築物の新築

千葉市都市局建築部

建築審査課 構造設備班

043-245-5842

同左

（計画通知前に（エネルギーの使用の合理化等に関する法律）
床面積の合計が2,000㎡以上の特定建築物の新築 043-245-5842

（計画通知前に

適合通知書受理）

15
千葉市雨水流出抑制指導

（下水道法第24条）

●該当

敷地面積が500㎡以上

の建築行為

千葉市建設局

下水道管理部

下水道維持課接続指導係

043-245-5431

同左
雨水流出抑制施設（浸透施設または貯留施設）を設置する。

流出係数C1＝0.4、係数ｔ＝5（排水施設最長延長：0）

16 排水設備新設等確認申請
●該当

排水設備の新設及び改造を行う場合

千葉市建設局

下水道管理部

下水道営業課

043-245-5411

同左 排水設備新設等確認申請書の提出が必要

17
千葉市建築物における駐車施設の

附置等に関する条例

●該当

商業地域における特定用途（店舗・事務所等）

千葉市都市局

都市部都市計画課

043-245-5305

同左

計画通知2週間前

までに届出

（延床面積-1,500）÷200=必要台数　49,000㎡－1,500㎡÷200＝237.5台　→238台以上必要。荷捌台数に関しては指導基準はなし。

駐車マス　幅員2.5m以上、奥行き6.0m以上。

車路の幅員5.5m以上、ただし一方通行においては幅員3.5m以上



法律、条例 該当・非該当 協議先 主な設計反映事項・確認事項
提出先

（届出・申請の期日）

18
路外駐車場の届出

（駐車場法12条）

●該当

駐車場面積が500㎡以上で不特定多数から駐車

料金を徴収する場合

千葉市都市局

都市部都市計画課

043-245-5305

同左

供用前まで

19

千葉市自転車等の放置防止に関する条例

（自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対

策の総合的推進に関する法律）

●該当

飲食店の面積が

400㎡を超える場合

千葉市建設局

土木部自転車対策課

043-245-5149

同左

計画通知前までに

確認通知書受理

飲食店（ファミリーレストラン、食堂、喫茶店、その他これらに類する施設（厨房含む））

に該当し、400㎡を超えた場合、店舗面積20㎡毎に１台の自転車駐車場の設置義務

附置義務台数　レストラン・カフェ面積：683㎡/20＝34.15台⇒35台

20
千葉市環境影響評価条例

（環境影響評価制度）

○非該当

（対象事業外）

千葉市環境局

環境保全部環境保全課

環境影響評価班

043-245-5141

21
千葉市土壌汚染対策指導要綱

（土壌汚染対策法）

●該当

3,000㎡以上の土地の形質の変更を行う際に届出

が必要

千葉市環境局

環境保全部環境規制課

水質・土壌班

043-245-5194

同左

3,000㎡以上の土地の形質の変更を行う際に届出が必要。

変更の届出の際に、土壌汚染のおそれがあると都道府県知事が認めるときには調査が必要となるため、着工の30日以上前に要綱に基づく土地の履歴調査の結果を市に報

告する。当該敷地は市の要措置区域及び形質変更時要届出区域の指定を受けていないため、調査には至らない。

22
千葉市環境保全条例（井水利用） ●該当

千葉市環境局

環境保全部環境規制課
同左

一定規模以上の井戸※については、井戸を設ける場合は650ｍ掘削する必要がある。法律等（ビル用水法、工業用水法、千葉市環境保全条例）に基づく許可が必要

※揚水機の吐出口の断面積が6cm2（口径27.6mm）を超えるもの。
22

千葉市環境保全条例（井水利用）

（ビル用水法）
商業地域における特定用途（店舗・事務所等）

環境保全部環境規制課

水質・土壌班

043-245-5194

同左
※揚水機の吐出口の断面積が6cm2（口径27.6mm）を超えるもの。

一定規模以下の井戸については、掘削深度に規制は無いが、掘削前に確認は必要となる。事業用に井戸を設置する場合は、設置前に揚水施設事前立会願いを提出する必

要がある。

23 PCB特別措置法

●該当

PCB廃棄物の保管場所の変更

（移動）の際に届出

千葉市環境局

資源循環部

産業廃棄物指導課

043-245-5682

同左

保管場所の変更を行った日

から10日以内

H39/3/31までに、PCB廃棄物を自らの責任において確実かつ適正に処理する。

保管・処理状況等に関して、毎年度、市長へ届け出ることが義務付けられている。

保管場所の変更を行った日から10日以内に、市長に届出が必要。

24

千葉市廃棄物の適正処理及び

再利用等に関する条例

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

●該当

延床面積の合計が

3,000㎡以上の建築物

千葉市環境局

資源循環部収集業務課

043-245-5530

同左

事業系一般廃棄物保管場所の設置　:　22㎥

再利用対象物の保管場所設置　:　22㎡

産業廃棄物保管庫　:　10.3㎡

その他　：　機密文書保管庫　3.1㎡、　厨房用　2.7㎡

25

千葉市特定建築物維持管理指導要綱（ビル管法）

（建築物における衛生的環境の確保に関する法

律）

●該当

特定用途で延べ面積が3,000㎡以上

千葉市保健福祉局

健康部保健所  環境衛生課

043-238-9939

同左

計画通知前までに事前協議書

の提出が必要（要項P22）

面積・用途が特定建築物に該当するビルを新しく建てた場合、1か月以内に特定建築物届による届出が必要

26

千葉市食品衛生法に基づく公衆衛生上

講ずべき措置の基準に関する条例

（食品衛生法）

●該当

食品を扱う営業を行う場合

千葉市保健福祉局

健康部保健所  食品安全課

043-238-9934

同左

食品等事業者が実施すべき管理運営基準に関する指針（ガイドライン）による

食堂・カフェの厨房及び客席に衛生上の区画（壁・サッシ）が必要

（フードコート形式は例外的に客席区画不要。カフェ客席部の区画については食品等事業者の協議による。）

27
文化財保護法第93条

○非該当

千葉市教育委員会

事務局生涯学習部
27

（埋蔵文化財）
○非該当

生涯学習振興課

043-245-5954

28 電波法102条の3

●該当

敷地の一部が伝搬障害防止区域内に当り、地表

からの高さが31mを超える

関東総合通信局、

社団法人電波産業会
同左

伝搬障害防止区域内において次に掲げる建築物等を建築しようとする建築主は、工事着工前にその敷地の位置、高さ、高層部分（地表からの高さが31メートルを超える

部分）の形状、構造及び主要材料などを「高層建築物等予定工事届」により届け出る必要あり

基本設計段階においては「伝搬障害可能性判定依頼書」の提出により、新設庁舎建物による通信障害の可能性は無いとの通知を受領済み。但し、タワークレーン等によ

る施工に際して無線通信の障害となる恐れがある為、仮設計画を行う段階でＮＨＫ及びＮＴＴとの調整が必要。

29
航空法第51条、第51条の2

（航空障害灯）

○非該当

高さが60mを超える場合

東京航空局保安部

航空灯火・電気技術課
高さが60mを超える場合に航空障害灯の設置が義務付け

30 鉄道近接工事協議 ○非該当

千葉都市モノレール株式会社

技術部施設課

043-287-8212

モノレール高架下部の道路上で工事を行う場合に協議が必要

連絡デッキ改修については市発注工事であれば協議は不要

31

大規模小売店舗立地法

第5条第1項又は第6条第2項

（大規模小売店舗立地法の手続き）

○非該当
千葉市経済農政局

経済部産業支援課

32

建設工事にかかる資材の再資源化等

に関する法律 ●該当

千葉市都市局建築部

建築審査課

建築リサイクル班

同左

建築物の解体80㎡以上、建築物の新築・増築500㎡以上となる為、届出必要32 に関する法律

（建設リサイクル法の届出）

●該当
建築リサイクル班

043-245-5803
工事着手７日前まで

建築物の解体80㎡以上、建築物の新築・増築500㎡以上となる為、届出必要

33 建設発生土管理基準

●該当

5,000m3以上の

建設発生土を搬出

千葉市建設局

土木部技術管理課

043-245-5367

同左 ボーリング調査等、事前チェックが必要

34

道路占有（水道・ガス・排水等、歩道橋、地下

道）

（道路法32条）

●該当

千葉市建設局

土木部土木管理課

043-245-5389

同左 占有時に必要な諸届出が必要
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医師会館

将来活用
検討地

千葉みなと駅へ

ポートタワー・県立美術館へ

千葉駅へ

臨港プロムナード臨港プロムナード

みなと公園みなと公園







平面計画

セキュリティライン



セキュリティライン





フレキシブルな使い方が可能なフレキシブルな使い方が可能な

まちかど広場 (1F)まちかど広場 (1F)

プロムナード側に賑わいをつくるプロムナード側に賑わいをつくる

縁側テラス (1F)縁側テラス (1F)

みなと地区の歩行インフラみなと地区の歩行インフラ

モノレール連絡通路 (2F)モノレール連絡通路 (2F)
市民にひらかれた庁舎の玄関市民にひらかれた庁舎の玄関

市民ヴォイド (1-2F)市民ヴォイド (1-2F)みなと公園側の賑わいをつくるみなと公園側の賑わいをつくる

縁側テラス (2F)縁側テラス (2F)

1 階1階

2階2階

みなと公園・まちかど広場に面して
十分な広さを持った正庁・ロビー

広場・プロムナードとの
屋内外一体利用も想定した
イベントスペース

各機能と近接する
１階中央部に
配置したカフェ

カフェを囲んで
分散配置された
情報ステーション

来庁者と職員の
どちらもアクセス
しやすい売店

モノレール駅から
アクセスしやすい
市民センター

緑豊かな公園側に面して
視認性の高い食堂

正庁正庁

情報Ｓ情報Ｓ

情報Ｓ情報Ｓ

イベント
スペース
イベント
スペース

正庁ロビー正庁ロビー

カフェカフェ

市民ｾﾝﾀｰ市民ｾﾝﾀｰ

2XL 会議室2XL 会議室

2XL 会議室2XL 会議室

食堂食堂

売店売店
職員ゾーンから使い易く
レストランと連携した
利用も可能な2XL会議室

会計室
金融機関等
会計室

金融機関等

総合案内総合案内

階段階段

WCWC

WCWC
ELVELV

階段階段

ELVELV

階段階段

WCWC

WCWC 階段階段
ELVELV

ELVELV

無人案内無人案内

相談室等相談室等

3階へ3階へ

1階へ1階へ

みなと公園・臨港地区へみなと公園・臨港地区へ

千葉みなと駅
方面

千葉みなと駅
方面

1階へ1階へ

車寄せ車寄せ
駐車場駐車場

モノレール駅
千葉駅方面へ
モノレール駅
千葉駅方面へ

モノレール駅
千葉駅方面
モノレール駅
千葉駅方面

千葉みなと駅
方面

千葉みなと駅
方面

2階へ2階へ

2階へ2階へ

市民ヴォイド市民ヴォイド

モノレール連絡通路モノレール連絡通路

デッキデッキ

まちかど広場まちかど広場

さくら広場さくら広場

縁側テラス縁側テラス

縁側テラス縁側テラス

2 階へ2階へ

踊り場踊り場

1階へ1階へ

１～２階計画案 2 0 1 7 . 1 0 . 2 4  1 - 2 F計画案
久米設計・隈研吾建築都市設計共同企業体



低層部執務室窓口のイメージ
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基準階計画の基本的な考え方



基準階断面の基本的な考え方(参考図)









モノレール

電気室・非常用発電機室

正庁

危機管理センター

市長関連諸室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

機械室

執務室

議会関連諸室

議会関連諸室 本会議場

執務室

イベントスペース

売店

カフェ

屋外
機械
置場

■環境配慮手法・業務継続計画断面イメージ 久米設計・隈研吾建築都市設計共同企業体
2017.08.07

物資の供給・緊急搬送

高潮浸水深以上に計画

災害応急対策を行う危機
管理センターを高潮浸水深
以上に計画

基礎免震構造を採用。

1階正庁・イベントスペース
2階大会議室・レストランに
帰宅困難者を一時的に受入

建物・車寄せ・敷地内
インフラルートを地盤改良。

非常用発電機用の燃料を備蓄。
(屋内タンクと合わせて3日分)

災害時の汚水を貯留。 トイレの洗浄水・
屋外の散水に利用。

断熱・冷却効果。
浸水時の避難場所として活用。

明るさセンサーにより
窓際照明の調光制御

蒸散効果による冷却効果

放射空調により
「人のいるところ」
だけを快適に。

日射負荷の抑制

大空間に天井を貼らない
照明器具の落下防止策
什器を壁や床への固定

建築設備の耐震安全性の確保

CO₂センサーにて外気負荷低減

西日を遮り、熱負荷を低減。

床吹き出し空調により、
「人のいるところ」だけを快適に。

外気温度が室温より低い場合に
外気を導入し冷房熱源負荷を削減。

断熱サッシ、Low-eがガラス、
など断熱遮音性能のよい建材
を選定。方位別の外装計画に
より空調負荷を効果的に抑制。

階段室を利用した
温度差自然換気の促進

非常時における携帯電話の
充電等に活用を想定

屋上に設置し、日中の照明エネ
ルギーを負担。災害時のバック
アップ電源としても活用。

トイレ洗浄水など
雑用水に利用。

熱源の高効率運転。

モノレール連絡通路



防災計画





2.943.17

3.163.08

ユニバーサルデザイン



  

セキュリティーレベル区分表（案） 2017.03.15
2017.05.09 修正

久米設計・隈研吾建築都市設計共同企業体

生体認証

カードまたは鍵

カードまたは鍵

※市長関連諸室については市長公室
　議員関連諸室については議会事務局
　にて鍵管理

カードまたは鍵



サイン計画　―コンセプト―





2.943.17

3.163.08



2.943.17

3.163.08



緑化計画
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«¬ ­®¯­° 年度千葉県地震被害想定調査報告書によると、下図（想定地震とマグニチュード）に⽰す①

千葉県北⻄部直下地震[±°²³´�µ5¶·4¸67�±°²¹´�º»�67=�¼½�5AC67	
�¾¿/

À+v�ÁÂ=JhiÃ��C0�12

h���67�Ä�Å�ÆÇ�vÈiGx@ÉÊË��C0�12

Ì2 千葉県北⻄部直下地震：南関¸6Í@�{��Î���BC ±° ÏÐÑ�67�ÈÒnÓ=ÔÕ
Ö

害が⼤きくなると想定され、防災･減災対策を主眼に置く県北⻄部の地震2

µ2 ⼤正型関東地震：当⾯発⽣する可能性は低いが、⻑期的視点に⽴った対策の対象とする地震2

h���­×Ø³年の内閣府の調査を受けたものとなっています。2

これらの地震による、建設予定地での想定震度はそれぞれ①震度 ®弱、②震度 Ù強程度が予測されており、

①千葉県北⻄部直下地震が本計画の敷地に⼤きな影響を与えるものと考えられます。2

右図に報告書に⽰される震度分布の図を⽰します。2

2 2
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2

2

2

2

2

2

2

2 ⼀⽅、千葉市地震被害調査報告書（Ú­¹²³´においては下図に⽰すような千葉市直下地震を検討しています。この地

震に関しても直下型の地震として震度 ®強程度の震度が予想されていますが、防災計画⽤に検討されたもので設計⽤

に供される詳細データは想定されていないことから、本建物では同様に⼤きな震度が予測される県で想定された①千

葉県北⻄部直下地震をサイト波として検討するものとします。
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①千葉県北⻄部直下地震	
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Û66Ü� ÝÞßØà 程度まで盛⼟（�á^=âF�Ä�Çw� ÝÞßØ¹à ãä0@ å æ�çËCèé�êëì�

��áØí�á­´	î�ì�[�ïØí�ï­´=ðñ+ ��C0�1ÝÞßØ¹à程度以深から洪積の砂層[òáØíòá­´= ��h�

層はＮ値が⾼く建物を⽀持する⼗分な強度を持った地層となってC0�12

Û6�ó�� ÝÞôØà 程度と⾼く沖積の砂層（�áØ��á­^Jv"õ��õì	öì��áíÝá´は液状化が懸念され

��	i÷�C0�1Çc+���Q¢Jv"ø	6Ü�4ù��
úûüc��
0�12

2

��������

�kQ¢\E./ýþ+QC�6Ü�������⾏った結果、浅い部分にある盛⼟（�á´	êëì�[�áØ´�56

7I+���]+������=â��		i÷�C0�10ú�ÝÞßØ
〜Ø°à ãä� �á­ ��������=â

����Ä����w*x	iF0�12

�/P@��Ú­°²³⽉の基本計画と同様に、液状化対策⼯法は静的締固め砂杭⼯法とし⼤地震時に液状化の程度が


�	i�h	�GH	
0�12

õ�� �á �	 �áØ層を改良すれば、�á­ ��w*xi����¼½�Ã��@â�ú
�ÝÞß¹à程度までの液状

化層を改良することと
0�12

改良深さとピッチは建物���+vF�Ë Ø×²Ùà[��� Ø²®à´	 Ø­²Ùà[��� ­²×à^	F0�1Çc+�/

画の改良範囲を⽰
0�12
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���Q¢� ÝÞßØ¹à[��ß­­à´程度以深の洪積の砂層（òáØ´2��:�	��øQ¢	
�ø��� ���


� Ù×Æb��æ= �� ÝÞß³
à[��ß³°à´程度と
0�12

2
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"�#$�

����567I+���9:=��Ë���7\E���@â�ú
、杭が抵抗する地震⼒も⼤きjiF0�1

0ú����û�5Aj ØÙ×××�å程度の荷重を⽀持する必要があるため、杭種は以下が想定され0�12

2 �´2�� Ò!"Ï#�$ø�%�Ñ�#&'((s^2

2 )´2�� Ò*+!"Ï#�$ø�%�Ñ�#&'((s�ø,*+-A^2

2 ï´2*+ø���.ãA/012*+ø(s^2
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H=12.5m(��� 2.0m) 
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H=10.5m(��� 1.6m) 
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改良体の凡例����	
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改良体の凡例��
�	
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地盤改良
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�(�設計⽤⼊⼒地震動�

本建物は免震構造の建物であり、建築基準法施⾏令 Ø
®Ø号に基づき、「時刻歴応答解析法」により構造計算を⾏い、

556��78��./&�$	
0�12

設計に⽤いる⼊⼒地震動は、告⽰波３波、観測波３波、⻑周期地震１波および前述の千葉県北⻄部直下地震としま

�12

2

%�� &'(2

« Ø­ �9: Ø
®Ø;�Ñ<Ï$&+�O��û=67¾@��W3�+��2

�´遠距離型地震動（�>�?@AßÚ´2 BÚ�ïCAD>CE2Ø¹®F2GH��W2

)´近距離型地震動[�>�?@AßI´2 B2}±�2I>)E2Ø¹ÙÙ2å~ ��W2

ï´JKxi67�[�>�?@AßL´2 BJMNO@P
ú�W2

��m
0�10ú�6ÜÁÂ�	+QtA�QáR
××ïàSáT度となる⼯学的基盤より上の表層地盤による増幅

�,-
0�12

2

)�� *+(2

UV+WXË�ú67���Yõxi67¾@�2

2�´GZ2�ED[\>2Ø¹
×2å~2

2)´Ý�][2Ø¹Ù­2GH2

2 ï´Ú�ïCAD>CE2Ø¹®F2å~2

��m
0�12

最⼤速度 ­ÙïàSáEï @QR�
ú���L^+�{��67�S

	
�Ù×ïàSáEï @QR�
ú���L_
�^+�{��67�S

	
0�1h������`a�bÂ@ÉÊ��h	=P
���C

0�12

2

,）⻑周期地震動�

Ú­F²® に国⼟交通省より提⽰されúLcB��k�8+JK�d

海トラフ沿いの巨⼤地震による⻑周期地震対策について（技術的助

e Ŝ+JC�ÉÊ�fX6Í+�.Ë���7��+g<tK��

úû=67¾ I�Øを⻑周期地震動として検討します。hc+fX6Í�c��
0�1QáR
××ïàSá程度となる⼯

ixQÜvFb�õ�6Ü+v�jk�,-
0�12
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-�./0(�

L«¬ ­®¯­°年度千葉県地震被害想定調査報告書Sで建設敷地に影響の⼤きい地震として調査された地震で千葉

lvFmnË�ú¾¿o�p�mC0�1QáR
××ïàSá 程度となる⼯学的基盤よFb�õ�6Ü+v�jk�,-
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耐震設計目標は、想定する地震動の⼤きさをその発⽣頻度に応じて⼆段階に分け設定し、下表に⽰す目標値を満⾜

��h	�Y6
0�1

%7./GH

67���q&2

��GH2

bw\E2 �7w�2 Q¢\E2

^+2

�{��67�2

��q& Ø^2 w�r短期許容応⼒度以内2

�bÇ��,-
ú�O�s�t

耐⼒以内）2

��u¿vrØS­×× ÆÇ2

��u¿wxÆy2

�z{|}~Ø³³�^2

���+2

引抜⼒が⽣じない2 w�r短期許容応⼒度以内2

⽀持⼒：短期許容⽀持⼒以内2
_
�^+2

�{��67�2

��q& ­^2

��Z�u¿wxÆy2

�z{|}~­®®�^2

����2

引抜⼒は ØåSàà�Æy2

2

����23�

«¬ Ø­年建設省9�: Ø
®Ø;+v�L^+�{��67�S	L_
�^+�{��67�S�mC����

I����解析を⾏い、その結果に基づき設計⽤地震荷重を設定します。I������+mC�67��L��^.

計⽤⼊⼒地震動」に��67�	
0�12

2 2

��423�

�����«¬ Ø­建設省告⽰ Ø
®Ø号第三号および建築基準法施⾏令第 F°�+�
��ú�s@.�
0�12

2

¯QR��2 2 r2 Q>�³®àSá（千葉県千葉市）2

・地表⾯粗度区分2 r2 u2

2

2

"�5623�

é�����«¬Ø­建設省告⽰ Ø
®Ø号第⼆号および建築基準法施⾏令第 F®�+�
��ú�s@.�
0�12

2

・垂直積雪量2 2 r2 ³×ïà2

¯é������2 r2 ­×åS�ïà¯à�^2

2

2

2

2

2

7�823�

����積載荷重）は、「建築基準法施⾏令第 FÙ条」および「国交省2 �k\E./QR�Ú­Ù´」（以下国交省基

R	��^+QtC�.�
0�1Yõxi���ÆÇ+�
0�12

���åSà��2 2 2 2

��2 床⼩梁 �\m2 67m2 �,2

����In=lm��^2 ØF××2 Ø³××2 ®××2 令 FÙ��住宅の居室、国交省基準2

����� �¶�2 ­¹××2 ­®××2 Ø®××2 令 FÙ��¡� �¢ª£2

委員会室、議⻑室等2 ­¹××2 ØF××2 F××2 令 FÙ��¤<�2

¥<�¦�"�ª���§Çi¨2 ­¹××2 ØF××2 F××2 令 FÙ��¤<�2

売店、市⺠センター、市政情報室2 ­¹××2 ­
××2 Ø³××2 令 FÙ��©ª�«�2

¬£�­®¯2 
¹××2 ­
××2 Ø³××2 国交省基準の機械室2

°&�¦�"�±² �̂Ô³±�2 ØØF××2 Ø×³××2 °
××2 国交省基準の移動書架2

°&�¦�"�±²Æ´^2 
¹××2 ØF××2 F××2 令 FÙ��¤<�の床⼩梁�µj2

¶²2 °F××2 ®¹××2 
¹××2 国交省基準の倉庫2

⾞庫2 Ù
××2 ³¹××2 ­×××2 令 FÙ��⾞庫2

¶�·¸��¹"$Ð"Ñ2 ³Ù××2 ³­××2 ­Ø××2 令 FÙ��¡� @iC¢ª£2

º�»���´� �2 ®×××2 
Ù××2 ³×××2 �¼�

�Á�»�i¨2 
¹××2 ­
××2 Ø³××2 国交省基準の機械室�¼2

� 2 2 2 2 2 2 2 2 �¼r�'./+JC���½�¾����¿À
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\2 E2r�7\E2 [ØÁ�Ç+�7��Â 
úQ¢�7´2

�2 2û2r6b¼ØÁ2

\EÃÄ2rÅw�2

梁部材2

�É2

rÆÇE

rÆÇE[ØÈの梁（免震層の直上の梁）のみ ~L� E^2

rÆÊ!"Ï#�$E�ËÌÑÐÍ�O¬ÑÐÍ^2

Î�Ñ$�Ñ$!"Ï#�$�É�¥<�ÏÐÑw*^2

2 Q¢ÒìÓÔ2rÆÊ!"Ï#�$E�L� E^2

\E¿ü2rÍ��ÑãAÐ��"\E2

Q¢¿ü2røQ¢2 �� Ò!"Ï#�$ø[,w*+-A´、液状化対策の地盤改良併⽤2

２）使⽤材料

主な使⽤材料を⽰します。2

!"Ï#�$2rÈï­Ø[6bw´�Èï³®[ØÈの梁、床など´�Èï³®[Q¢w´

2 ÈïÙ×[Î�Ñ$�Ñ$!"Ï#�$�Éw*^2

Æ2 2Ê2 r~ò­¹Ù�2[òØ×〜Ø®´�~ò³
Ù2[òØ¹〜­Ù´�~ò³¹×2[ò­¹ Æb´2

Æ2 2Ç2 rÅ[��Þ³­Ùí~å
¹×íÝ±�Þ³FÙíÝ±�Þ³­Ù´í⼤梁[~å
¹×íÝ±�Þ³FÙ´、⼩梁など[~å
××´2

�272w2�2 r��w�2 [é�ÕÖ���s��dF���×�0=F��´2

2Ø"Ù�2 [*�Ø"Ù��ÚÛ&Ø"Ù�´2 2 2 ���556�Ü�2
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�´ º]\E

���ÑÙ"/P� °²2­àÝØ®²­à�#���QÁ+
�BË� ÙÙà程度	34x5AiBË¯ÑÙ"\¬	i

÷�C0�1ÆÇ+bw\E��\�Þ���
0�12

ßBË 
Ùà�àq�34xB����@âF�ÑÙ"� Ø®²ºà	5ACú
6bÁ�ÆÇE�áE^	
0�12

ßB�w�·"�ÑÙ"�a�â�a^�耐震要素として座屈拘束ブレースを配置し⾼層の⼤きな地震⼒を効率よ

jãäËz�%7��B
�		�+#$�+�Â-
ú�\/P	
0�1

ß柱梁の接合はブラケット形式とします。

ß5Ai«å�¥<��ÏÐÑ�+v�⼩梁のない計画を⾏うú
�®&Î�æçÑ$�#ÍãAÎ�Ñ$�Ñ$

!"Ï#�$�É�~ÝÉ0ú�òÝÉ�Þ��É	èé）を⽤いて⼩梁のÏC�	
0�1�ØØÈ ��êë(s^

○⼩梁のないＰＣ床版部分の⼤梁の横補剛は、Þ�床版のリブを利⽤することとし、⼤梁と床版のリブの間に鉄骨の

ì��2��梁の横座屈を補剛することとします。

○まちかど広場の屋根を受ける柱は柱頭と柱脚にピン接合の⾦物（ユニバーサルジョイントなど）を設置して免震

���u¿+íî��\E	
0�1

ï´Çw\E2

�7�Çw�\E]��ÆÊ!"Ï#�$E[ðñE´+vり基礎梁、基礎、ピットおよび⼟圧壁として計画します。2

鉄筋コンクリート造とすることで、基礎構造と免震構造を堅牢な構造体で連結します。2

hc+\E/P�òó��c��
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 Á略伏図2

ô°通り略軸組図2
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柱梁の接合


$%&'
()�


*+���
,-.�/01223456 789:;<= 4>?@

A-.�/0BC23456@


*+�梁：
 4D01C2EFC2〜C223GHIJ24KLM56F1C@K

,-� FN OP 4D0QQ22EFC2〜〜C223GHIJ24KLM56F1C@程度


*+�梁


R5 +�ST


*R5+�梁

4U0B22EQ122程度


フルプレキャスト床版による⼩梁の無い床

65床版のリブを利⽤した⼤梁の横座屈補剛
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Ì� 地震の揺れが建物に伝わらないように縁を切る「絶縁機能」2

µ� 地震の揺れを受けても常に安定して建物重量を⽀える「⽀持機能」2

�� 67���k��ij��Lü���S2

�� 67e+���=��位置に戻るための「復元機能」2
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0�1ただし、引張⼒が⽣ずる場合

�×�0=F���Â 
��⼒に抵抗することとします。2
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・エネルギー吸収能⼒はないので、他のダンパーと組
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・ダンパーが⼀体型であるため、省スペースで施⼯b

の利点がある。2
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⾯処理したもの）を組合せた⽀承。2

・すべることにより免震層の⻑周期化が図れる。2

2

���

×�0=F��2

¯*�&q%#"��mCúÑÐÛØ��)++��

Ozú��@�,-ùO=_
�çËCú
��7

層の⻑周期化が図れる．2

・引抜き抵抗⼒があるため、引抜きが⽣ずる箇所にも
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+�|�0本〜８本を１箇所に設置する。2
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し引きされる際に⽣ずる減衰⼒によりエネルギーを
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2

（注）代表的な形状例を⽰す。2
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��免震構造の維持管理�

�7��+t����k���kQRs: F条の規定により適切に管理されなければなりません。免震建物にお

ける免震部材は建物の⽀持性能及び耐震性能を左右する重要な装置であり、専門技術者を要する適切な維持管理体

<�.K�/�=âF0�12

2

以下に免震装置の維持管理を⾏う上で必要な点検の種別、目的、実施時期等に関して、点検内容の概要、維持管

理体制の例を⽰します。2

2

この例は「[£´¥��7\E©ª2 免震建物の維持管理基準ß­×Ø
ßS+R|ú��@�12

2

¯=(IÉÂ2 r2 今後の点検に必要な初期値を測定する目的で、建物の竣⼯時に施⼯者及び⼯事監理者の⽴会

C��	+�'
0�12

¯�>?É2 r2 定期的に異常の有無を検出する目的で⾏います。毎年免震層の⾒回りを実施するほか、建物

=(e Ù年、Ø×年、以後 Ø×年毎に計測を含めた点検を実施し記録に留めます。2

¯�@?É2 r2 災害に迅速に対応する目的で⾏います。概ね震度５弱以上の地震または台風により免震層に

5Aiu��{|ú�O!"A��Bói¨����¼½=�7�+!{��O+����

受けた直後に目視を中⼼とした⾒回りを実施します。2

¯CD?É2 r2 定期点検あるいは応急点検で免震装置の異常が認められた場合に、原因の把握と対応を検討

��ú
+�/X�E
úCDÉÊ��'
0�12

2

各種点検の他に、積層ゴムの経年による特性変化の程度を確かめる目的で別置試験体を設置し、必要+�|�3

性試験等を⾏う場合もあります。また、本建物の地震時における免震装置の挙動を推定し、実施する点検項目を定

める際の目安とするために、地震計や変位計などを設置し計測を⾏うことを検討します。2
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免震部材の点検項目（例）2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、別置き試験体については、メーカー保有の別置き試験体のデータにて予測することを前提に設置を省略す
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5I2 （社）⽇本免震構造協会「免震建物の維持管理基準」2
維持管理体制（例）2
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���時代の変化に対応する柔軟性と効率性を備えた庁舎�

� ����	
��に明確に区分された電⼒、通信ゾーニングとし、将来の変更に柔軟に対応可能な計画と
����

���政令指定都市の拠点にふさわしい利便性と機能性を備えた���

� �常時、災害時に市⺠への情報発信が可能な情報表⽰設備を計画
����

� ・市⺠利⽤エリアと職員エリアを明確に区分したセキュリティエリアを計画
����

�������������� !���

� �"���#$%&�'()*+(,-
����./0/123�45
����

� �電⼒会社からの引き込みは、異なる変電所からの本線・予備電源⽅式と
����

� �/67�./0789�/6:;<7)�=>��?@�AB
�CDE� �FGH�F��F���F�I�

� � JK
����

� ・燃料備蓄⽤のオイルタンクは⾼潮時の浸⽔を考慮して屋内タンクを � FILK
�MNOPQ-RSTU �VW�

� � 連続運転可能な燃料（X重油）を備蓄し、電⼒インフラ途絶時にも業務継続が可能な計画と
����

� ・常⽤発電機は電⼒インフラ途絶時に⾃⽴運転制御を⾏い、発電電⼒を供給可能な計画と
����

� �YZ[./\K)]/^を有し、電⼒インフラ途絶時に貯蔵した電⼒を供給可能な計画と
����

� ・免震装置の変位量は _`abbとし、地盤側と建物側の渡り配線に余⻑を⾒込んだ計画と
����

�c�省エネルギーと環境に配慮した���

� �⾼効率変圧器、def照明器具など⾼効率機器を採⽤し、電⼒消費量の削減を図g����

� ・⼈感センサー点滅制御、照度センサー制御などの点滅・制御⼿法を採⽤し、照明エネルギーの削減を図g����

� �⾃然エネルギー利⽤としてDHIYZ[hij�LK
����

�

����	�

�建築基準法、消防法、条例などの関連法規および所轄⾏政指導�

�CkL�45lm�no �_年版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部設備・環境課監修）�

�CkL�L4lm�no �_年版�pH��

�qrCkstumvwx�/6L�sty�no �z年度版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部監修）�

�qrCkL�stum{�/6L�sty�no �z年度版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部設備・環境課監修）�

�CkL�L4�|sH�}�~���a��年版�⽇本建築設備・昇降機センター監修）�

���|L��R#$45lm��p���no ��年版�CL�������������

�CkL�#$L4�|slm��a�c年版�国⼟交通省国⼟技術政策総合研究所、独⽴⾏政法⼈�Ck�������
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�ºj»¯Q¼vw�DE�¢£¤¥�
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・区画貫通処理：国⼟交通⼤⾂認定⼯法�

�

�電⼒設備計画�

�災害時の防災拠点となる新庁舎は、電⼒インフラ途絶時にも庁舎機能を維持可能な電⼒設備を計画
����

�½¾/60¿)=>��?@�AB
�CDE� �FGH�F��F���F�IJK
����

�

�À�電⼒引込設備�

・引込電⼒種別は電⼒会社との協議により、⾼圧（ÁÀÁÂÃ）弾⼒供給と
����

�電⼒会社からの引き込みは⼆箇所の異なる変電所から⾼圧電⼒を引き込み、⼀変電所が電⼒供給不可となった際にも�

� 商⽤電⼒受電が可能な計画と
����

�敷地南側（みなと公園側）の電⼒会社にて設置する⾼圧キャビネットから、�階⾼圧受電室まで⾼圧電⼒を引き込Ä�

����

�=Å°ÆÇi¯ÈEI) ÉÊË（⾼圧区分開閉器）を設置し、電⼒会社との区分をÌÍI
����

�建屋外壁⾯に電源⾞接続盤を設け、電源⾞からの電⼒をÎÏÐÄ����

・建屋引込部の配管は地盤沈下に対応した管路を選定
����

・地盤側と建屋側への渡り配線は、免震装置の変位量を⾒込み充分な余⻑を確保
����
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� ・想定最⼤需要電⼒：�Ù�_aÂÚ�
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⾦属管内配線�
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⾼圧電⼒引込経路図 
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・配電経路の電圧降下を考慮し、新庁舎では �つの変電設備から電⼒を供給する計画と
����

�⼀⽅の変電設備が事故、保守、更新の際にも、他変電設備への影響を少なくするため受電分岐盤を設置し、�

� 各変電設備へ⾼圧送電を⾏う計画と
����

�⾼圧⺟線構成は X õ�ö÷õø��ù系（非常・保安系統）を切り離せる構成とし、各々の系統ごとに保守、�

� úûäüý8þo-
����

・非常⽤発電機の接続箇所は保守性、更新性、経済性�AB
�Ñ/'�¡ Xõ�ùõI������þo-
����

�ù系のバンク構成は⻑期停電時に限定した負荷へ⻑時間非常⽤発電機電源が供給可能な構成と
����

・変圧器、進相コンデンサ、直列リアクトルは⽕災発⽣のリスク低減を考慮し乾式と
����

�
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� ・進相コンデンサ：窒素ガス封⼊式（⾃動⼒率制御）�

� � � � � � � � � � 設備容量…���Â����c��

� ・直列リアクトル：モールド式（d�Á���

� � � � � � � � � � L�容量…��À�Â����c��
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� � � � � � 設備容量…�Ù�aaÂÃX�
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� � � � � � �Å¢���ù�ed�ù�

� � PQþo�Xõ�ö÷õø�¢�電灯バンク、動⼒バンク�

� � � � � � � � ù õ�����%õø�¢����ðÜ¾� PQ��% PQ�

� ・供給範囲：免震ピット〜Á F�
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� ���¿�=Å¢Ã�ù�

� � � � � � �Å¢���ù�ed�ù�

� � PQþo�Xõ�ö÷õø�¢�電灯バンク、動⼒バンク�

� � � � � � � � ù õ�����%õø�¢����ðÜ¾� PQ��% PQ�

� �!"23�_階〜屋上�

� �LK���� � /67���F��
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電⼒供給系統図 
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電⼒供給設備単線結線図 



 
�À�#$./L��

�%害などによる電⼒インフラ途絶時でも、災害拠点となる新庁舎の業務継続を可能とするため非常⽤発電機を設置�

� 
����

・「千葉市再⽣可能エネルギー等導⼊計画」に基づき、環境配慮⼿法として常⽤発電機、太陽光発電装置を設置
����

�常⽤発電機、太陽光発電装置は、電⼒インフラ途絶時に⾃⽴電源として使⽤可能なシステムを計画
����

�

���À����./0�

����./0)=>��?@îï-
Uð�?@ñòj�óÀåô`Àab�GH� �FIJK
����

�&'0vw)('��)'�*+�, -.�/¼O�ÇP-
����

・設置台数は保守、更新時の電⼒インフラ途絶も考慮した複数台（���LK-
����

・使⽤燃料は⾼潮時にも⻑時間電⼒供給を可能とするため屋内にもオイルタンクを設置し、建物内に多く備蓄可能な�

� X Ü0�1¦
����

・燃料備蓄量は供給負荷へ �⽇間電⼒供給可能な燃料を備蓄
����

�CLMä²2M345�!67¸�"68QÈI)9²:;jO��LK
����

�<'�]/^)�
�IJBし、⻑寿命 �Ëe ­]/^�=�
����

�L�vw�DEh¯��>��

�&'0�/¼O�ÇP�

・設備容量：三相 � ��ÁÀÁÂÃ�`aÔÕ� Á�`ÂÃX����

�}?�����p@}?����台単機運転にて防災負荷へ供給可能な容量を選定）�

・使⽤燃料：X Ü0�

�*+��*+��0A �b4 z`Bù��

・主燃料槽：地下オイルタンク…��Ùaaad�

� � � � � � DECDjOPQ¢�zÙaaad�

・燃料⼩出槽：�Ù�`ad�

�¹EL�：⾃動始動盤（⻑寿命 �Ëe ­]/^��F0¡�p@¡��

� � � � � � 燃料送油ポンプ、燃料返油ポンプ、給油⼝ボックスなど�

・燃料備蓄量：� VW（地下オイルタンク＋屋内オイルタンク＋燃料⼩出槽）�

�!"GH�N�'(IU45
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�環境配慮⼿法として商⽤電⼒の削減、排熱利⽤によるエネルギーの多段階活⽤が可能な常⽤発電機を設置
����

・災害などの電⼒インフラ途絶時に限定した負荷（帰宅困難者⽤携帯電話充電⽤コンセントなど）へ発電電⼒を供給�

� üý8I¼�J�þk
����

� �L�vw�D©h¯��>���DQK��>Liñ�IMPI¼�J��

� �&'0�/¼	P>P�

� ・設備容量：三相 � ���aaÃ�`aÔÕ� �`ÂÚ�

� ・使⽤燃料：都市ガス（��X��

� ・付帯機能：停電時⾃⽴運転制御�

� ・排熱利⽤：空調機熱源�

� �LK���DH��� FñòjD©0K���

� �õø;õN��� � í/L���F��

� ・⾃⽴運転時供給負荷：帰宅困難者受⼊スペースコンセントの⼀部（�階〜� F��
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GH'(� GHOP�

Q%GH� RSTPº�UV0���� edÃ�����PWPÈ89�

ðÜ¾GH�

XÌ�

�PWPÈ�

YZ[6�

危機管理センター�

Q%WPO��
\7�

]� �7�/6<7�

空調機（危機管理センター，防災センターなど）�

Ü¾GH�

XÌ�

�PWPÈ�

�ö���

^�	
��

r���

給排⽔ポンプ，雑⽤⽔ポンプ，井⼾ポンプ�

#'���#'@_�edÃ�`�0¿�ö���

a�電⼒受電時�

燃料オイル配管系統図 

停電時（⾃⽴運転時） 
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���À�YZ[./\K�

・⾃然エネルギー利⽤により商⽤電⼒の削減が図れる太陽光発電装置を設置
����

��階防災センターに設置のデータ収集装置で発電電⼒量を収集し、� F	PÈ³P¼b�jILK�cd�eO�I�

� cdüý845-
����

・災害などの電⼒インフラ途絶時に限定した負荷（帰宅困難者⽤携帯電話充電⽤コンセントなど）へ発電電⼒を供給�

� üý8I¼�J�þk
����

・発電電⼒を貯蔵する蓄電池を設置し、夜間や電⼒インフラ途絶時に貯蔵した電⼒を供給可能なシステムを構築
����

�YZ/^hij�

� �vw�fD 
¯��ghij��j:k¼��

� �容量：`aÂÚ�

� �LK���DH�

�hl��Pm;IMn��

� �vw�£¤¥⾃⽴��

� �LK���� � /67���F��

�]/^�

� �vw�
opJDCP]/^�DE°q�ÇQj���

� ・容量：�aÂÚr�

� �LK���� � /67���F��

�¹E0¿：データ収集管理装置、表⽰モニO��`�インチ）、⽇射計、温度計�

・⾃⽴運転時供給負荷：帰宅困難者受⼊スペースコンセントの⼀部（�階〜� F��
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cÀ�電⼒貯蔵設備�

c��À�直流電源\K�

�Ñí/L����¿stuv�wx�、非常照明⽤として直流電源装置を設置
����

・受変電設備操作・制御⽤と非常照明電源⽤を各々分割して、他⽅の機能を停⽌することなく保守、更新が可能な�

� I¼�J�þk
����

・受変電設備操作・制御⽤は非常照明電源⽤からバックアップを構築し、保守、更新時の停電にも対応可能なシ¼�J�

� �þk
����

・使⽤する蓄電池は保守性に配慮し、⻑寿命 �Ëe ­]/^�=�
����

� �L�vw�DE°q�ÇQj��

� ・整流器：サイリスタ⾃動電圧調整式�

� ・蓄電池：⻑寿命 �Ëe ­]/^�

� �y/Fz�W��a'W�

� ・設備容量：受電分岐盤、第 � í/L�st�wx�¢`aXÔ�

� � � � � � � � � í/L�st�wx�¢`aXÔ�

� � � � � � � ��XÌ/1���階〜Á F�¢_aaXÔ�

� � � � � � � ��XÌ/1��_階〜�� F�¢caaXÔ�

� �LK���Ñ/'�¡�� � í/L�st�wx�¢=ÅÑ/7��F��

� � � � � � � � � í/L�st�wx�¢� � /67���F��

� � � � � � � ��XÌ/1���階〜Á F�¢=ÅÑ/7��F��

� � � � � � � ��XÌ/1��_階〜�� F�¢� � /67���F��
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c��À�{y//1\K�

�y/�I]� �0¿|{}�4/1!"üý8{y//1\K�LK
����

・使⽤する蓄電池は保守性に配慮し、⻑寿命 �Ëe ­]/^�=�
����

�L�vw�DE°q�ÇQj��

�wx���g0}?�

・蓄電池：⻑寿命 �Ëe ­]/^�

・設備容量：`aÂÃX�

�LK���]� �7�`F��

�!"GH�]� �0¿�

�

�

�

商⽤電⼒受電時� 停電時（⾃⽴運転時） 

システム概念図 



 
`À�ê~��wxL�（電⼒監視設備）�

・電⼒基幹設備の状態表⽰、故障表⽰、監視⽤として中央監視制御設備を設置
����

�H�0��Ó���I) ùX���� ��äüý8vw-
�#'wxL��ùe�Ë�|�¾�����üý8I¼�J��

� þk
����

・停復電制御の⽅式は将来の構成、運⽤の変更に容易に対応可能な åd� wx��-
����

�������st����

・停復電制御⽅式：åd����

�þo0¿�wx\K�s作卓、液晶モニター、簡易 ÉåË 89�

�cdE��Ñí/L�¢�����cd����4��

� � � � � � ���./0¢}?������cd����

� � � � � � ��./0¢}?������cd����4��

� � � � � � YZ[./\K¢��cd����4��

� � � � � � 直流電源装置…故障表⽰、警報�

� � � � � � 電灯分電盤、動⼒制御盤（最重要系統のみ）…状態表⽰（切替状態表⽰）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ÁÀ��ML��

・電気使⽤施設として必要な電⼒⽤接地および����0¿��M�:;���lmIm�
L�����

��M��)øR�M���þ���M����
������ZIJB
U ù��Muv�����M)g �M�

� -
����

�落雷時の各接地極間を等電位にするため、接地端⼦盤には接地間⽤ Ëåf �LK
����

��M���øR�M���g �M���ù�������

��M¡�þ���M¡�¢¤�¢£�ù�������

�

_À�動⼒設備�

_��À�動⼒幹線�

・動⼒幹線は各ゾーニング、機械室、機器置場毎に単独幹線とし、将来改修時にも容易に電源供給範囲が判断できる�

� 45-
����

・最重要負荷幹線は⼀般動⼒ PQ����ðÜ¾�動⼒ PQ¤-�ÛÜ¥-�¦í/L����ðÜ¾�動⼒ PQ�

� ¤-� ¯Q�¯ºIUÒÜ¥ì��þk
����

�J������ j³¯QJ��JçJ��

�J//Å�ÒÓ ����aa§�

�ðÜ¾GH�空調換気機器（危機管理センター、防災センター、
\7�/6:;<7��

�

�
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�
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�

�

_��À�動⼒分岐�

・空調換気機器、衛⽣ポンプ類および動⼒電源を要する機器への電⼒供給、制御を⾏¨����

・動⼒制御盤より負荷が離れている場合は、負荷に隣接した位置に⼿元開閉器を設け、保守時の安全性に留意
����

・空調、衛⽣機器でインバーター制御が必要な機器⽤として、動⼒制御盤内にインバーターを設置
����

�DòPÈ/1�-
UD©�©¤9ª���FDòPÈ¼«�¼I¬�/1¡�LK
����

・各動⼒制御盤には課⾦徴収⽤、エネルギー管理⽤の電⼒量計を設置
����

・動⼒制御盤：各負荷毎モジュール形式�

�LK����0è7�eåË�eË�D©0K��

�/'0���短絡保護…配線⽤遮断器、漏電遮断器�

� � � � � � � ��\K¢­'�®GH¯Ó}?Q°�/¿��e）：空調機、⼀般動⼒機器�

� � � � � � � � � � � � ®GH¯Ó±Ó}?Q°�/¿��e��@êTPº�

�/'0<'���ÂÚ²³¢´µ<'�

� � � � � � � ��ÂÚGH¢<'\KIv�<'�

・イベント電源盤想定容量：まちかど広場…�aÂÚ�

� � � � � � � � � � � � � DòPÈ¼«�¼¢�aÂÚ�

・計量メーター：厨房・⾷堂（� F��¶·��F��¸:L��F��DòPÈ/1��

� � � � � � � � � � � …検定付デジタル式パルス発信機付電⼒量計�

� � � � � � � � その他…検定無デジタル式パルス発信機付電⼒量計�

�

zÀ�/¹L��

zÀ�À�/¹ì��

・動⼒幹線は各ゾーニング、機械室、機器置場毎に単独幹線とし、将来改修時にも容易に電源供給範囲が判断できる�

� 45-
����

�ðÜ¾GHì�)ö÷/¹ PQ����ðÜ¾�/¹ PQ¤-�ÛÜ¥-�¦í/L����ðÜ¾�/¹ PQ�

� ¤-� ¯Q�¯ºIUÒÜ¥ì��þk
����

�J������ j³¯QJ��JçJ��

�J//Å�/¹ì�¢gÓ ����aa��aa§�

� � � � � � ��XÌì�¢gÓ ���f���aaÃ�

�ðÜ¾GH�º0管理センター、防災センター、
\7�/6:;<7�
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ùX����構成概念図 

最重要負荷幹線概念図 



 
z��À�/¹'��

�XÌú»��)¼M4�½¾ú»wx�l×-
�¼�>q�jwx�¿�ú»äüý8I¼�J�þk
����

・執務室などの⼤空間では点滅区分の細分化を⾏い、こまめな点滅を可能とすることで照明消費エネルギーの�

� ÀÁ�{g����!�ðÂú»�'�Á灯）で点滅グルーピングを可能とし、レイアウト変更時の点滅区分変更を容

易に可能と
����

・外光を有効に取り⼊れることができる諸室は照度センサー制御を、トイレなどの滞在時間の短い諸室は⼈感センサー�

� による点滅制御を⾏い省エネルギーに配慮
����

�DòPÈ/1�-
UD©�©¤9ª��ÃA�³¼��FDòPÈ¼«�¼�ê �F�FÄÅ�I¬�/1¡��

� LK
����

・各電灯分電盤には課⾦徴収⽤、エネルギー管理⽤の電⼒量計を設置
����

�/¹'/¡�ÆX分電盤：実装負荷回路の �a�の予備回路を実装�

�LK���� eåË�eË�

�XÌwx�wx��¢ÇÜ��I¼�J�

� � � � � � XÌwx¡¢Èicd�M{cd�j�nPI	�Ocd�

・照明制御⼿法：執務室…照度センサー制御�

� � � � � � � � 更⾐室、便所…⼈感センサー制御�

� � � � � � � � KÇ��ÉN¢¼�>q�jwx�

・配線器具：ワイド型（樹脂プレート）、⼤型連⽤形（⾦属プレート）�

・イベント電源盤想定容量：まちかど広場…�aÂÃX�

� � � � � � � � � � � � � ÃA�³¼¢�aÂÃX�

� � � � � � � � � � � � � DòPÈ¼«�¼¢�aÂÃX�

� � � � � � � � � � � � � �FÄÅ�¢�aÂÃX�

・計量メーター：厨房・⾷堂（� F��¶·��F��¸:L��F��DòPÈ/1��

� � � � � � � � � � � …検定付デジタル式パルス発信機付電⼒量計�

� � � � � � � � その他…検定無デジタル式パルス発信機付電⼒量計�

�

z��À�XÌ¿Ê�

�各室の照明器具光源は⾼効率、⻑寿命な def光源とし、設定照度は ��Ë lm���Ë�´����aË�a���IvgL¦
����

�ÝÞ{
��YW^�7)L�ºñ�È�H�-N�IXÌ¿Ê�JK
�ÝÞ�HF¼³ �-L�ºñ�ÈW��

� Ì�ÌÍ�Í�����

� �¿Êvw�^�7�ÝÞ{�¢´¹ defXÌ�L�ºñ�ÈH��N�LK��

� � � � � � � ^�7�ÝÞÎ�¢ëÐ defXÌ�

� � � � � � � r���j� �ÝÞ�¢´¹ defXÌ�ñ�¼pLDÏ¹��

� � � � � � � r���ÝÞÎ�¢def8pP³DÈjCk¥XÌ�
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z�cÀ��PWPÈ'��

・コンセント仕様は使⽤機器の定格容量に合わせて計画
����

�^�7�PWPÈ)f�i¼>MDPÈjÆX O¯º��-
�lm&g�) ÁaÃXÐÑ-
U45
����

�r��I) �ab〜�ab�IÒÓ�-
Ulmvw�PWPÈ�LK
����

�D©�@ÔgILK���PWPÈ) ed�ù（漏電遮断器）回路と
����

・回路構成は原則としてコンセント Á個〜_個を上限とし、回路容量は �ÙÁaaÃX GN4 �回路と
����

� �lmvw��å�`X�M¡¹��Õ�

� �f�i¼>MDPÈ�c'��gÖ×¹��N�ÐcØI�M��

� �ÆX O¯º��å�`X�M¡¹�cÕ��Ùi¯È¹��ØILK��

�

z�`À�D©XÌL��

�©�'��Ì�ÌÍ��¶Ú89�³DÈ�¯º�-
UD©XÌ�LK
����

・照明器具の光源は⾼効率、⻑寿命な def [1-
����

� �¿Êvw�defT�j¹�defÛÜ¹�def ¼T¯È³DÈ�

�

z�ÁÀ�電気⾃動⾞充電設備�

・職員、来庁者の電気⾃動⾞充電⽤の充電設備を設置
����

� �ÝÞß/vw�����

� � ・電気⽅式：⼊⼒…三相 � ���aaÃ�出⼒…単相 � ���f��caaÃ�

� �ö÷ß/vw�z���

� ・機器仕様：屋外⾃⽴型�

� ・設置場所：屋外駐⾞場�

�

lmFXÌJK��{ 

lmFXÌJK�ú»�' lmFXÌú¹D®�> 



��������

���0¿½\KäLKÌ.�Q%WPO��½¾��0¿7�/àá[7�]� �7�)=>��?@îï-
U�

� ð�?@ñòj�óÀåô`Àab�GH� �FGH�FIJK
����

�市⺠への情報配信が可能な情報表⽰設備、議会運営を円滑に進めるための議場システムを設置
����

�

�À���ÎÐL��

���t�â¤-の引込経路として敷地東側（モノレール側）から免震ピットまで地中管路を敷設
����

�ãäÛ�åÎÏÐÄäüý8væ�çMèA（みなと公園側）から免震ピットまで地中管路を敷設
����

・建屋引込部の配管は地盤沈下に対応した管路を選定
����

・免震ピットには、免震装置の変位量を⾒込み込んだケーブル余⻑を確保可能な計画と
����

�é$á¯È¤- � F/àá[7�`階サーバー室まではケーブルラックを敷設し引込経路を確保
����
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�À�þE����éL��

��E dXê�]� �0¿)=>��?@îï-
Uð�?@ñòj�óÀåô`Àab�GH� `FIJK
����

・サーバー機器以降の庁内 dXê配線⽤経路を確保
����

�st�'�×st¢�� j³¯Q�Jç�

� � � � � � ¾�st¢]� �0¿�i¯Èl�Q0¿�Öë�J��

�

�À�þEá[L��

�/àá[0��fæ�½J�¡��ì/�R¡)=>��?@îï-
Uð�?@ñòj�óÀåô`Àab�GH� �FI�

� JK
����

・執務室職員利⽤の電話機は固定電話機を主とし、全館 åÔË利⽤可能なよう åÔË �P�n�LK
����

・危機管理センター、防災センターの電話機は停電対応型多機能電話機とし災害時も利⽤可能と
����

�/àá[0�

� �í�îï���8DðjDP���

� �á[���m>Oj���

� �Ö�ñ�í�¢�ca Ö��E�¢�Ù`aa Ö��

� �LK���/àá[7��F��

�¹E0¿�Ç0ý/à0¢^�789�

� � � � � � ö÷/à0¢òó789�

� � � � � � åÔË /à0�åÔË�P�n¢&ô=�üý�

�ì/�R¡�Q%WPO���F�ILK�

��fæ�½J�¡��/àá[7��F�ILK�

��fæ�Ö×¡��� eåË�eË IJK�

�

cÀ���cdL��

c��À��jo]DP\K�m>Oj]Di�>\K��

・庁内案内図やイベント情報など、市⺠への情報発信⽤にマルチサイン装置を設置
����

�%2�には管理 å� 4yõ
!%2���cdüý8I¼�J-
����

・各階設置のディスプレイはタッチパネル式とし市⺠が必要情報を選択し表⽰可能と
����

�þo0¿�I¼�J½\K����¢Q%WPO���F�ILK�

� � � � � � 管理⽤ å�����¢��ö^�7�

� � � � � � �aaDPo��m;¼ºñD��台）…市⺠ヴォイドに設置�

� � � � � � ÁaDPoO¯ohij�m;¼ºñD����¢	PÈ³P¼b�j�edÃb�j�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

c��À�÷øcd\K�

�ù¾ú÷ø�óûü�cd�-
U÷øcd\K�LK
����

�伝送⽅式は表⽰内容の変更が容易なネットワーク伝送⽅式と
����

�ù¾ú÷ø��óûü��)pöi¯Èl�Q4þo
����

�ù¾ú÷øcd��

� ������i¯Èl�Q�����

� �cd¿�Á`DPoÈicd¿�óûü��-ý��¢þxö^�7�cF�ILK�

� ・表⽰内容：市⻑、副市⻑（�名）、病院事業管理者、代表監査û� �4�`O��

� �st¿�O¯ohij�����¢�R�E��F�ILK�

通信⼆⽅向引込経路図 

cdE�D®�> 



�óûü�cd��

� ������i¯Èl�Q�����

� �cd¿�Á`DPoÈicd¿¢	PÈ³P¼b�j��F��óòt�í�ÁF�ILK�

� � � � � � � � � � � � � � � � �þxö�cF��cd¿)ù¾úcd�-ý��

� �cdE���óû�`cO��

� �st¿�O¯ohij�����¢ó�KÇ��`F��óòt�í�ÁF�ILK�

�

c��À���cd\K�

��<7IJKÌ.�×�4���F�äüý8��cd\K�LK
����

��刻表⽰システムは⼦時計の配置変更が容易であり、家電量販店894�µ4Ï�×�4�=�üý8/��4�

� （再輻射アンテナ）システムと
����

・システム：⻑波標準電波時計システム�

�ì�õø��ñÇrpÑ�ì��� j4ý��

・機器構成：⻑波標準電波受信アンテナ、再輻射アンテナ、変調器、復調器、マッチングボックス89�

�
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�

�

�

�

`À����+�L��

`��À�òó\K�ó�I¼�J��

�ó�、全員協議会、各委員会の円滑に進めるための議場システムを設置
����

・各室のマイクユニットは多目的利⽤を考B
	©�lDðñ¼�DQ-
����

��7�òó�
��5��+üý8¸®³��DQ�LK
�òó�
��E�ñÇ��� j�ñÇ4��üý8�

� I¼�J�þk
����

��<7ILKÌ.�½¾0¿)N�E�-
����
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`��À����+�\K�òó7���+�\K��

�%2
'�ú�òó運営を円滑に進めるための映像・⾳響装置を設置
����

�C«ñ�IMPj�J)Q%��¸®³��� ��Xde�ó 89�%2�の外部情報を⼊⼒可能システムと
����

�%2îï×�òó7)C«ñ�IMPj�JIU1�Ì.!������cdüý8I¼�J-
����

��<7ILKÌ.�½¾0¿)N�E�-
����

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

����� ���

��	
��
��� ���
���

���������

�� ������ �	���


��

�� � � �

���� � � �

���� ����� ������ �	���

���� � !"# � !"# � !"#

����
�����

��
������ �	���

$% &�' &�' &�'

()*�" � + +

&�'�,-.�/0 1234 56724 56724

�89�" !"#: �;;!"# <�;!"# <�;!"#

=>? �;@;;;ABC D@;;;ABC D@;;;ABC

��$E 56FG4 56FG4 56FG4

HIJKL�MNOP QR!"#1S4 QR!"#TU4 QR!"#TU4

()VW���:XY QR!"#1S4 + +

�Z�[Z\] <R!"#
RR!"#

^���"_�!`
RR!"#

^���"_�!`

a!"�b�c� 124d!"ef! 56FG4 56FG4

g��b�c� + 56hi4 56hi4

cad
jU%
kl%

jU% jU%

m
n!8 124 56hi4 56hi4

��oXYp � + +

qrJst]u�`e"vw � + +

�b�c�

xy�`f!

z{|}

n!8.�/0

`^~�8��

���

z{���

����

����	
��


����

���

�����

����

����	
��


����

���

�����

システム概念図 
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�

ÁÀ�����L��

Á��À�+���\K�

�視覚困難者市⺠が容易に庁舎⼊⼝を確認できるよう⾳声誘導装置を設置
����

��F÷µÕ¤- � F{��E��4�'�I+���\K�LK
����

�vw�Â���0�Ñ��P�n��ÍWP]��¼á�¸�ö���

�û÷���{���

�LK����F÷µÕ�c�����F÷µÕ��F{��E��

�

Á��À�DPO�bP�

�������âîî-
UDPO�bP�LK
����

�DPO�bP)��â���üý8¸³�¸®³¹��50ý¹�-
����

��0�¸³��eO�¹�0¢
\7��F�ILK�

・⼦機：カラーカメラ付ドアホン…⻄側通⽤⼝に設置�

�

Á��À�ÈDñ�÷�

・多目的トイレ利⽤者の非常呼出⽤としてトイレ呼出を設置
����

�cd¿��cd�¢Q%WPO���F�ILK�

・構成機器：非常押釦、復旧釦、表⽰灯…各多目的トイñILK�

�

�

�

�

�

�

�

�

_À��ñÇrpÑ�L��

���4��ñÇ��äüý8væ�ñÇrpÑ�L��LK
����

�議会の状況を庁舎テレビで視聴可能とするため外部⼊⼒⽤のヘッドエンド装置を設置
����

�Ñ����ùË��Ë��æ ���

��P�n�ÉÔæÐùËÐ�Ë��a �

�þo0¿�!R¿�"#¿�'J¿�'�¿�$¯�	P�\K89�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

zÀ�駐⾞場管制設備�

�来庁舎への駐⾞場⼊庫制限、管理を目的とした駐⾞場管制設備を設置
����

�þo0¿���wx\K�����µ÷%&�È�c���.'0�����()0������

� � � � � � ⾞両検知装置��*��÷%cd¹�����

�

�����������

�Cklm��RQ�Im�
Q%L��LK
����

・庁舎内のセキュリティに配慮し、市⺠利⽤エリアと職員エリアを明確に区分し、監視カメラ、⼊退室監理装置を�

� LK
����

�

��������

���À���XÌ���¹�

�Cklm��RQ�Im�
��XÌ���¹�LK
����

���¹�[1)⻑寿命な def [1-
��F+,FÄµÕ��F+,Õ���¹)+�ú»0ý¹-
����

�¿Êvw���XÌ¢fK&P/-�/1¾K���

� � � � � � ��¹¢def��¹�/1E.���

�

���À����PWPÈL��

�RQ��RQ~�Im�
 zFGH���bGH��FI���PWPÈ�LK
����

�LK������ edÃ/7�z階〜�� F��4 z���

�

�

0¿þoc 
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システム概念図
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���À�緊急離発着場XÌL��

�0Y�Im�
DH離発着場I緊急離発着場XÌ�LK
����

・緊急離発着場XÌ� �FQ%WPO�¤-¿1IUú»üý8I¼�J�þk
����

�þo0¿�緊急離発着場XÌwx¡����¢DH�

� � � � � � ¿1sthij����¢Q%WPO���F�ILK�

� � � � � � 着陸域照射灯（Á���23��¹�Á���23¹�����4å¹¹4å~d¿�����

�

��cÀ�0Y�2¹L��

�0Y�Im�
0Y�2¹�LK
����

�0¿þo�0Y�2¹çw¿����¢Q%WPO���F�ILK�

� � � � � � ¿1sthij����¢Q%WPO���F�ILK�

� � � � � � 航空障害灯（低光度 def��c���

�

��`À�雷保護設備�

・建築基準法に準拠し外部雷保護設備を設置
����

・重要機器（サーバー機器など）の雷サージ保護を目的とした内部雷保護装置（Ëåf��LK
����

�5�lm���Ë�X�c�a���aa��

���ñòj�6�

������Ö?-���®¯Iq��

・受雷部：突針、棟上導体�

・引下形式：構造体利⽤�

��M¡�þ���M¡�

�Ëåf：屋外設置の動⼒制御盤、電灯分電盤…クラスⅠ（主幹遮断器⼆次側）�

� � � � Ü¾0¿�]� �0¿�Q%WPO�LK0¿�/1!"�/¹'/¡¢Q³¼6�½ì��¿Û7A��

�

��ÁÀ�8�L��

�RQ�Im�
&ôI��9�L��LK
����

�"#¿)����ý��-
�V����9��oÆDJ.�äüý8I¼�J-
����

・放送区分は職員利⽤エリア、市⺠利⽤エリア、議会エリアなど⽤途区分ごとに分割
����

�"#¿�����ý���³¯Q�pPÈ���

� � � � � Ö�ñ¢ca局、容量…�ÁaÚ�

�¹E0¿���
��È�DQ�c��¢Q%WPO��守衛室、危機管理センター、総務課に設置�

� � � � � � /1¸¯È
ñ��¼á�¸���¯�i�O89�

�

��_À�S%�:L��

�Cklm��RQ�Im�
#'S%�:�QUVL��LK
����

・⽕災の早期発⾒が可能なよう感知器は煙感知器を主とし設K
����

�ùX����接続により他設備への⽕災信号出⼒が可能なシステムを構築
����

�Ñ�0�Ê��;R¡¢Q%WPO���F�ILK�

�<cd0�
\7��F�ILK�

��Rst¡�Q%WPO���F�ILK�

�Q%��Q%WPO���F�ILK�

�þo0¿�ê�¿�.�¿�Í:¿89�

�

�

�

�À�Q=L��

���À���¸®³L��

・建屋出⼊⼝、職員エリア出⼊⼝扉付近に監視カメラを設置し、有事の状況確認、モニタリングを⾏¨����

・新庁舎の防犯管理拠点は守衛室（� F�I8�ä�=>��?@îï-
Uð�?@ñòj�óÀåô`Àab�GH��

� � FQ%WPO�I½\K�JK
�
\7I)���eO��st¿�LK
����

・伝送⽅式は将来のカメラ増設に容易に対応可能なネットワーク伝送⽅式と
����

��5\K)> �週間分の映像を録画可能な容量と
����

������i¯Èl�Q�����

�映像管理装置�Q%WPO���F�ILK�

����eO��st¿�
\7��F�ILK�

�þo0¿��5\K�i¯Èl�Q\K��eO����¸®³�`a��89�
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���À�防犯・⼊退室管理設備�

�建物出⼊⼝、職員エリア出⼊⼝扉に⼊退室管理装置を設け、⼊室制限を⾏¨����

・新庁舎の防犯管理拠点は守衛室（� F�I8�ä�=>��?@îï-
Uð�?@ñòj�óÀåô`Àab�GH��

� �階防災センターに主管理装置を配置し、守衛室には副管理装置を設置
���� �

・管理媒体は非接触カードリーダーを主とし、セキュリティーグレードの⾼い重要諸室（サーバー室など）への⼊室�

� 管理媒体は⽣体認証装置と
����

・管理装置：防災センター（� F�ILK�

・副管理装置：守衛室（� F�ILK�

�þo0¿�:K�wx\K���?¸��
�8��@�AB\K�¸��ü�089�
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�新庁舎建設範囲が既存電⼒インフラルートに計画される為、⾼圧電⼒引込ケーブルの仮設、盛替えを⾏¨����

�CL=Å�� j)×��Ø�/1� �回線盛替えを⾏¨����

・先⾏⼯事時に⾼圧キャビネッÈ�LK�CL=Å�� j�çL
����

�先⾏⼯事時に設置の=Å°ÆÇi¯È)�DE��|�CL��"��|�×L�ý�-
����

�"��Fs
に本線を切替、新庁舎竣⼯後に予備電源を切り替え����
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��T*;<#y`/ ! ! "#$ ! �% & ' (�)*¼��	 �.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

��T*Vo#y`/ ! ! "#$ ! �% & ' (�)*¼��	 �.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

��T*=>bc#y`/ ! ! "#$ ! �% & ' (�)*¼��	 �.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

��T*��#y`/ ! ! "#$ ! �% & ' (�)*¼��	 �.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

;<xyç ! ! "#$ ! �% & ' (�)*¼��	 �.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

��#y`T ! ! "#$ ! �% & ' (�)*¼��	 �.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

l: ! ! "#$ ' & & ' 'ó±Ò "Q# 01 ! ! 8

?@`T ! ! "#$ ! �% & ' 'ó±ÒBC�D�-� aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! ! 8 �

ÞßT ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ aQ# 01 ! ±²X�Y 67 ! ! ! ! 8 � !

A*T ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ aQ# 01 ! ! ! ! ! 8 �

qrT ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ Q## 01 ! ! ! ! ! 8 �

;<#y`wT ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ Q## 01 ! ! ! ! ! 8 � !

=>bcÊóT ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ Q## 01 ! ! ! ! ! 8 � !

=>bc`¯T ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ Q## 01 ! ! ! ! ! 8 � !

^+�� �áÆ ! ! "#$ ! �% & '
(�)*	 �+,-.�/

A+��-�
"## 01 ! ! ! ! 8 8

âã�áÆ ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! ! 8

�f ! ! "#$ ! �% & ' (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! ! 8

;<#y``¯T ! ! "#$ ! �% & ' \]) Q## 01 ! ! ! ! ! 8 � !

%&T ! ! "#$ ! �% & ' \]) Q## 01 ! ! ! ! ! 8 �

à`¯T ! ! "#$ ! �% & ' \]) Q## 01 ! ! ! ! ! 8 � !

k`¯T ! ! "#$ ! �% & ' \]) Q## 01 ! ! ! ! ! 8 � !

B��f ' ' & ' & & & (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! ! 8

³´T ! ! g##$ ! g##$ & ! (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! ! ! ! 8 8

���CT ! ! "#$ ! �% & & (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! ! ! ! 8 8

DEI��T ! ! "#$ ! �% & & (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! ! ! ! 8

F�GHT ! ! "#$ ' & & & A+��-� U## 01 ! �234 567 ! � 8

F�GI 5g ! ! "#$ ' & & & (�)*	 �+,-.�/ "## 01 !
±²X�Y 67
�234 567

! � 8

F�GI 5U ! ! "#$ ' & & & (�)*	 �+,-.�/ "## 01 !
±²X�Y 67
�234 567

! � 8

F�GI 5" ! ! "#$ ' & & & (�)*	 �+,-.�/ "## 01 ! �234 567 ! � 8

­® ! ! "#$ ' & & & (�)*	 �+,-.�/ U## 01 ! �234 567 ! 8

xy­® ! ! "#$ ' & & & (�)*	 �+,-.�/ g## 01 ! �234 567 ! 8

÷øT ! ! "#$ ' & & ' \]) U## 01 VWX�Y 67 ! 8 8

JKT ' ' & ' & & & \])BL®M U## 01 VWX�Y 67 ! 8

�f ' ' & ' & & & (�)*	 �+,-.�/ g## 01 ! ! 8

NOP ! ! "#$ ! �% & & A+��-� U## 01 VWX�Y 67 !

OOP ! ! "#$ ! �% & & A+��-� U## 01 VWX�Y 67 !

QNP ! ! "#$ ! �% & & A+��-� U## 01 VWX�Y 67 !

NR¿SPR ! ! "#$ ! �% & & (�) g## 01 ! !

FTà ! ! g##$ ! g##$ ! & (�) g## 01 ! !

Tà¿Uà ! ! "#$ ! �% & & (�) g## 01 ! !

T��Ô� ! ! g##$ ! g##$ & & (�)*�¡¢/ g## 01 ! !

ÄVg ! ' & & & & & ÄVnWXYM g## 01 VWX�Y 67 8

ÄVU ! ' & & & & & ÄVnWXYM g## 01 VWX�Y 67 8

ÄV" ! ' & & & & & ÄVnWXYM g## 01 VWX�Y 67 8

ÄV� ! ! "#$ & & & & !�2J�*�¡¢/ g## 01 VWX�Y 67

ÄVQ ! ! "#$ & & & & A+��-� g## 01 VWX�Y 67

ÄV, ! ! "#$ & & & & A+��-� g## 01 VWX�Y 67

ÄVa ! ! "#$ & & & & A+��-� g## 01 VWX�Y 67

ZÄV ! ! "#$ & & & & =>?@A+��-� "## 01 ! �234 567

�%ÄV ' ' & & & & & !�2J�*�¡¢/ Q# 01 ! �234 567
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��）時代の変化に対応する柔軟性と効率性を備えた庁舎�

�����重化により、その時々のエネルギー情勢に合った熱源の最適運転を⾏います	�

�
��
����������� ����、省エネ活動を啓発するエネルギー消費の⾒える化により、竣⼯後の庁�

舎運⽤の最適化を⾏います	�

�

���政令指定都市の拠点にふさわしい利便性と機能性を備えた� �

�市政情報の発信・地域連携・交流の拠点となる「市⺠ヴォイド」に快適性の⾼い床放射冷暖房システム!"�#$%	�

�

�&�'()�*+,-.!/01� �

�����23により、冗⻑性を確保#$%	�

�45�6789:;)�<=!>?#@�ABC�A��A@��A�DEF#$%	�

・災害対策者・帰宅困難者に対応する⽔源（C=@ペットボトル、⾬⽔、井⽔）の確保および緊急⽤汚⽔貯留槽を設�

F#$%	�

�GHIJKLDMN#@OPEQ�RSTUV9IJWXYZ[\ ]^_``!abcdeIJ,f!gF#$%	�

�67g/�hJij.9klm#$%	�

�

�n）省エネルギーと環境に配慮した� �

・冷涼な外気を利⽤した⾃然換気および夜間通風（ナイトパージ）システムを"�#$%	�

�op�cqrst!uvwxe@階段室を利⽤したソーラーチムニーを"�#$%	�

・年間を通して安定した��m�e地中熱利⽤を"�#$%	�

・居住域空間のみを⾼効率に空調する床吹出空調を"�#$%	�

�W��yz{|（冷房設定温度 �}~�においても快適性を保つ潜熱顕熱分離空調を"�#$%	�

���W� �����熱を熱源へ有効利⽤#$%	�

�{|��[=��=��=!��=���利⽤#$%	�

�

���	
���

� ・建築基準法，消防法，条例などの関連法令および所轄⾏政指導�

� �R�g/��G����� �]年度版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部設備��������

� �R�g/g�G����� �]年度版��C��

� ���R������� �67g/��¡���� �}年度版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部監修）�

� ���R�g/����¢�67g/��¡���� �}年度版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部設備・環境課監修）�

� �R�g/g��£�C�¤�¥¦���_�&年版�⽇本建築設備・昇降機センター監修）�

� �§�£g�¨©hJ��G�ª«�¬­���� �®年版�国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部監修）�

� �R�g/hJg��£�G����_�n年版�国⼟交通省国⼟技術政策総合研究所、独⽴⾏政法⼈�R�¯°±����

� ・千葉市再⽣可能エネルギー等導⼊計画�

�

���
��������

&²_³��´�µ�

� ¶��·¸9¹ºVD»F%e1¼@B½�¾¿DgF%e6À92hÁ��m#$%	�

�2hÁ����ÂÃ©9hÁ����

・冷却塔�

�ÄÅÆ�ÇÈ{|68¿6�

�¾¿=É�

��ÊËÌ[�

�Í�Î¾¿DgF%e6Àl�

&²�³�g�ÏÐ�

Ñ �Ò{|g/g�ÏÐ�

�

冷房 �� 冷房 ��

乾球温度 � ���� ��	 �
�	 ���	

相対湿度 � ���
 ���
 �	�	 �	�	

絶対湿度 �������� 
��
 
�� 

�� ���

������� ��������� ���
 ��
 ���� ����

�� !"#$% �& !

�
�

Ó¤�DÔÕe¾ÖÏÐ9� 冷房：�}~� ×ØÒ�_~� m#$%	�

※屋内条件における各湿度は目標値とします	�

ÓÙÚÒR�g/g�G����� �]年度版）�

�

Ñ �ÒÛÜÝÞG��ß*¸à��

�

�� ��� ��

6：00〜8：00

19：00〜22：00

��	
� �
���� ������ 
�����

8：00〜19：00 22：00〜6：00

�
�

&²�³���g/�

���áâ��ãä�

��6åæm4���¤çÄè�[!é#$%�¢ê�	�

冷⽔・温⽔を季節によって切り替える２管式を基本とし、夏期の除湿対応が必要な外気処理系統のみ、冷却⽔の排熱を

再熱に利⽤するため、４管式とします。また、以下の点に配慮し、省エネルギー化を図ります	�

�

����K�9ëtmì\�í\îïÅW\m#@¤çð»!>?%eñmc@Í�)ò�
��
�óôD©õ1ö÷

運転を⾏います	�

�ø�顕熱分離空調とし、クールビズ空調での快適性を保ちつつ、夏期の冷⽔温度を緩和し、熱源運転効率を⾼めます	�

・熱源の台数制御、⼤温度差送⽔、ùúù制御（可変流量制御）、ùúûÞ御（可変温度制御）により、低負荷時において

も無駄のない空調を⾏います	�

・冷却⽔の排熱を外調機の再熱に有効利⽤します	�

���W� ���の排熱をジェネリンクへ投⼊し、有効利⽤します	�

・ボアホール⽅式による地中熱利⽤を採⽤し、熱源運転効率を⾼めます	�

・冷温⽔温度の往還温度は以下の数値を基本とします	�

� 低温冷⽔Ò]ü�]~� 中温冷⽔：��ü��~� ý�þ=Ò&_ü�_~� þ=Òn_ü&_~�

�

�������ãä�

B下に⽰す系統は、中央熱源と切り離し、個別パッケージ⽅式を採⽤します	�

�

・災害時に復旧活動⽤の空調を⾏う室�

・運⽤時間外（夜間、休⽇など）に単独で空調を⾏う室�

�ë�6�!gF%e8�����__�	
���__％、バックアップと省エネルギーに配慮）�



 
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�¢ �Ò��¤çÄè�[�

空冷 HPチラー ( モジュール型 )

冷 :150kW 暖 :150KW × 1 3 台

インバータ
ターボ冷凍機

冷 :1,125kW × 2 台

外気処理空調機

空調機

床放射

ファンコイル
ユニット

冷却塔

ガス焚き
吸収式冷温水機

冷 :844kW 暖 :565kW × 1 台

冷却塔

排熱投入型
吸収式冷温水機

冷 :211kW 暖 :142kW × 1 台

マイクロ
CGS

35kW

冷却塔

地中熱利用
水冷 HP チラー

冷 :92kW 暖 :98KW × 1 台

HEX
( 再熱用 )

HEX
( 再熱用 )

HEX
( 再熱用 )

※

※ ※ ※ ※ ※ ※

※

HEX
( 再熱用 )

※

※

HEX
( 再熱用 )

※

※

HEX
( 再熱用 )

※

※

※※

HEX

HEX

EXT EXT

HCHS1

HCHS1

HCHS2

HCHS2 HCHR2 HCHR1

空冷 HP チラー ( モジュール型 )

冷 :150kW 暖 :150KW × 1 3 台

インバータ
ターボ冷凍機

冷 :1,125kW × 2 台

外気処理空調機

空調機

床放射

ファンコイル
ユニット

冷却塔

※※

ガス焚き
吸収式冷温水機

冷 :844kW 暖 :565kW × 1 台

冷却塔

排熱投入型
吸収式冷温水機

冷 :211kW 暖 :142kW × 1 台

マイクロ
CGS

35kW

冷却塔

地中熱利用
水冷 HP チラー

冷 :92kW 暖 :98KW × 1 台

HEX

HEX

EXT EXT

HCHS1

HCHS1

HCHS2

HCHS2 HCHR2 HCHR1

空冷 HP チラー ( モジュール型 )

冷 :150kW 暖 :150KW × 1 3 台

インバータ
ターボ冷凍機

冷 :1,125kW × 2台

外気処理空調機

空調機

床放射

ファンコイル
ユニット

冷却塔

ガス焚き
吸収式冷温水機

冷 :844kW 暖 :565kW × 1 台

冷却塔

排熱投入型
吸収式冷温水機

冷 :211kW 暖 :142kW × 1 台

マイクロ
CGS

35kW

冷却塔

地中熱利用
水冷 HPチラー

冷 :92kW 暖 :98KW × 1 台

HEX

HEX

EXT EXT

HCHS1

HCHS1

HCHS2

HCHS2 HCHR2 HCHR1

7℃ 12℃

30℃ 20℃

12℃ 22℃

12℃ 22℃

7℃ 17℃

12℃ 22℃

12℃

���

外気が⾼温多湿であり、潜熱処理� 7℃冷⽔が要求されるケース�

外調機系統は過冷却されるため、冷却⽔排熱を利⽤した再熱を⾏う�

室内の顕熱処理に� 7℃は不要であるため、12℃中温⽔を⽤いて�

熱源の⾼効率運転を目指す�

排熱投⼊型吸収式冷温⽔機は廃温⽔単独運転を基本とする�

���

外気が冷房ピーク時ほど⾼温多湿ではなく、潜熱処理� 7℃以上の冷⽔で可能

であるケース。コイル出⼝温度により、潜熱処理を⾏う冷⽔温度を決定する�

極⼒、温度の⾼い冷⽔を⽣成することで、熱源の⾼効率運転を目指す�

排熱投⼊型吸収式冷温⽔機は廃温⽔単独運転を基本とする�

��

�� ��
��

�� ※2 各熱源機器の種類、運転順位、能⼒等は信頼性、経済性、環境性、維持管理性を評価指標としたシミュレーションにより決定

�������	
��
������������������������� �!"�#$%&'()*&+,-./012345678

���

	
��
���������������

暖房時には冷房時よりも低負荷運転が続くことが予想されるため、コイル出

⼝温度の状態により、温⽔温度を低くする�

極⼒、温度の低い温⽔を⽣成することで、熱源の⾼効率運転を目指す�

22℃

88℃83℃ 88℃83℃ 88℃83℃

22℃ 17℃

冷房期間　パターン①：夏期ピーク時

7℃~12℃ 12℃

12℃ 22℃

12℃

7℃~12℃

22℃

12℃ 22℃

17℃~22℃

22℃ 17℃~22℃

冷房期間　パターン②：冷房負荷小

42℃
~40℃

42℃
~40℃

42℃
~40℃

42℃
~40℃

32℃
~30℃

32℃
~30℃

42℃
~40℃

32℃
~30℃

42℃
~40℃

32℃
~30℃

32℃
~30℃

32℃
~30℃

暖房期間

�理���� ���	 
��

�����

冷��⼒����

�����

���⼒����
��

��冷�

�⼒����

����

�⼒����

��� !

"率

#�$ %
&'
( � )冷*+,-. �/0 �/0 �1 �23/0 �23/0

4 56
利78冷*+,-. 34 39 � 34 39

1 :;<.==.>冷?@ �2�4/ 0 4 424/0 0

� A
BCDEFG冷H8@ 4�� �I4 � 4�� �I4

IJKLMNOPQ  !REFG冷H8@ 9II /S/ � 9II /S/

�� /21IT 42T// �

0U90

VW$ '
(

0U40
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O8�{|�\��98⽤途、使⽤時間、利⽤形態、建築空���.�DE?#1��m#$%	�

�+8�{|69�FÈm%e��@�Â居室では天井吊りの設備機器を極⼒減らし、地震時の危険性を排除します	�

また、以下の点に配慮し、省エネルギー化を図ります	�

�

��+8D9��àを対象とした床吹出空調を採⽤し、省エネルギーと快適性の両⽴を図ります	�

�Y[y
[îà���Ù�9��ª«ËÌ[�dm#@{|� D©!x"@空調風量を可変します	�

�è\WàD9f#$%���Ä�&'���Ù�を設け、執務者の好みに合わせて、空調風量を可変します。�

・潜熱顕熱分離空調とし、クールビズ空調での快適性を保ちつつ、省エネルギー3!¢($%	�

�OA���d�{|6D9)��*�Ä\{|6!"�#@ý�� !+,#$%	�

・外気冷房が有効な時期は外気冷房を優先して⾏い、外気負荷が⼤きい時期は �-�濃度により外気導⼊量を絞ります	�

��+8D$%���.!gÕ@á�/D9A08を利⽤したチムニー効果および各階の⽔平換気により、⾃然換気を⾏

Â$%	�

�1�の⾼いエントランスホールには居住域を空調対象とした冷温⽔＋空気式の床放射冷暖房システムを採⽤し、省エネ

ルギーかつ不快なドラフト感・底冷え感がない快適な空間とします	�

�{|6�Ë2�è�93456��m#$%（初期圧⼒損失 ]_�
7B½�	�

�{|M88@{|ãäD9Â"9:;Ñ!<=	�

�

>{|EQg/�

・配管材料�

冷温⽔管� ÒEQ�?@AAQ�B�� � 冷却⽔管� ÒEQ�?@AAQ�B��

冷媒管� Ò冷媒⽤被覆銅管� � CDE=Q� ÒFGÁ3y��Z��[�AQ���
²ù���

��[Q� ÒFGÁ3y��Q@hHIJQ� � �

ÓIJKLVm'IJKLV!KeEQD9@IJ,f!gF#$%�

�

>{|�Wîg/�

・ダクト材料�

LMNO��PQ�8���DR±9Áy)��2[��Wîm#$%	��

�

&²&³�stg/�

O8の熱気、湿気、臭気、粉塵等を適正に除去し、建物利⽤者にとって健康で快適���!ST%estg/m#$%	�

¹ºVcUeñm!>?#@¿|6�¿tVUVD9WÁË2�è�!gÕ$%	$1、以下の点に配慮し、省エネル


�3!¢($%	�

�

�¿V�XY!�Z[DV(\]qrst�\��!"�#@{|
��
��+,!¢($%	�

・夜間に冷やされた外気を取り込み、翌朝の冷房の⽴ち上がりを早くするナイトパージを⾏います�^/�	$1@A0

8�_VDø�`�a�R����!gF#@b��'�îÄ�Ç!uv#$%	�

�IJJ�cd�気を送り、サーキュレーションファンを設置することで湿気対策を⾏います	�

�stef@stghD9Â"9:;Ñ!<=	�

�

&²n³��Êg/�

建築基準法などの関連法令に準拠し、機械排煙設備を設けます	�

� �Ê
��[�¢!é#$%�¢ n�	�
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INV

INV

外調機(3〜10F)

���������
�	
��


��

��

冷却塔排熱を利⽤した再熱

OAG

EAG

INV

INV

�	


��������	
��
�����

OAG

EAG

INV

INV

�	
����

OAG

EAG

INV

���������
�	
��


��

�� INV

���������
�	
��


��

�� INV

��

���������
�	


INV

���������
�	


INV

���������
�	
��


��

�� INV

��


��

��

��


��

��

���������
�	
��
 ����

��
�

�� ��

�� ��

�� INV

���������
�	
��


��

��

��

INV

��

INV

INV

�	


��������	
��
�����

OAG

EAG

INV
�	


�����������

���������

��
�

��

��
�

�� ��

FCU

OAG

EAG

��
�

�� ��

FCU

INV

INV

�	


��������	
��
�����
��
�

�� ��

FCU

11F

10F

9F

4F

3F

2F

1F

6F

5F

RF
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�¢ &²�Ò{|
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ＡＨＵ床吹方式

※ ＡＨＵ：空調機

ＦＣＵ：ファンコイルユニット

ＰＡＣ：パッケージ形空調機

ＷＴＵ：ウォールスルーユニット

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（直吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

水損対策必要エリア



�

�

�

�¢ &²�Ò{|
��[�¢�

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（床吹）

PAC（床吹）

PAC（床吹）

PAC（床吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）
ＡＨＵ床吹方式

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

水損対策必要エリア

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）

PAC（床吹）

PAC（床吹）

PAC（床吹）

PAC（床吹）

PAC（ﾀﾞｸﾄ吹）
ＡＨＵ床吹方式

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

水損対策必要エリア
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PAC(+100%ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）
（ﾀﾞｸﾄ吹）

ＡＨＵ床吹方式

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

水損対策必要エリア
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ＡＨＵ床吹方式

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

水損対策必要エリア
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ＡＨＵ床吹方式

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

水損対策必要エリア
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PAC（直吹）

ＡＨＵ床吹方式

ＦＣＵ（天井）

ＰＡＣ（天井）

ＰＡＣ（床置き）

ＡＨＵ（床置き）

ＨＰＦＣＵ（天井）

ＷＴＵ

床冷暖放射空調

凡例

水損対策必要エリア
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市⺠センター
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⼥⼦休憩室
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荷捌駐⾞場

@A
������
)-,,,B

�

職員健康管理室

CD
:;4

%E�

�%�

FG���

��

HI�

J=�

������

��

KL

法律

$�

市⺠

荷捌駐⾞場
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地中熱利⽤熱源室
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屋根付き⾝障者駐⾞場
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⾞寄せ

'()
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KL�

QR�0

QR�S

QR�/

���

⾞寄せ
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TUV

駐輪場

TUV
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記号凡例
WXYZ

W[YZ

W[YZ\W[]^_#`aW[]_b

WXYZ\cde�4fghAb

建設省告⽰1436号の4の⼆適⽤

ijk[

�lk[

�� !"#$$%&'()*�+,-.

・H12告⽰1436号⼆（⼆）、（四）の出⼊⼝は、H300の防煙垂壁+常閉式不燃扉

・非常⽤EV乗降ロビーの屋内への扉には、ホース通過孔を設置。

/0�/10�!234567�!8945+,-.

・防⽕区画貫通部は国⼟交通⼤⾂認定防⽕ 措置⼯法を⾏う。

/&�45:;,-<)!=>$$%45)6���?!&�@A��BCDEF��+,-.

/&�45GH%IJ��!6KL���
M�+,-.

/N<O%PQR!S�TU!VW. 避難時は内部から解錠可能（令125条の2）

・非常⽤昇降機の乗降ロビーには令129条の13の3、第3項第9号の標識などを設置。

mnop^oqrst

/��������
�:!XPRY@Z-.

/[\%]^_`-ab%���!&�@A��BCDEF��+,-.
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���������	
���
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��������

記号凡例
����

����

���������	
�����	


��������������


建設省告⽰1436号の4の⼆適⽤

����

����

�� !"#$$%&'()*�+,-.

・H12告⽰1436号⼆（⼆）、（四）の出⼊⼝は、H300の防煙垂壁+常閉式不燃扉

・非常⽤EV乗降ロビーの屋内への扉には、ホース通過孔を設置。

/0�/10�!234567�!8945+,-.

・防⽕区画貫通部は国⼟交通⼤⾂認定防⽕ 措置⼯法を⾏う。

/&�45:;,-<)!=>$$%45)6���?!&�@A��BCDEF��+,-.

/&�45GH%IJ��!6KL���
M�+,-.

/N<O%PQR!S�TU!VW. 避難時は内部から解錠可能（令125条の2）

・非常⽤昇降機の乗降ロビーには令129条の13の3、第3項第9号の標識などを設置。

������ !"#

/��������
�:!XPRY@Z-.

/[\%]^_`-ab%���!&�@A��BCDEF��+,-.
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更⾐室更⾐室
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記号凡例
WXYZ

W[YZ

W[YZ\W[]^_`abW[]_c

WXYZ\deHf8ghijc

建設省告⽰1436号の4の⼆適⽤

klm[

�nm[

#$%&�'(()*+,-.!/012

・H12告⽰1436号⼆（⼆）、（四）の出⼊⼝は、H300の防煙垂壁+常閉式不燃扉

・非常⽤EV乗降ロビーの屋内への扉には、ホース通過孔を設置。

3��34��&56789:�&;<78/012

・防⽕区画貫通部は国⼟交通⼤⾂認定防⽕ 措置⼯法を⾏う。

3*�78=>01?-&@A(()78-9���B&*�CD��EFGHI�"/012

3*�78JK)LM��&9NO����P�/012

3Q?R)STU&V WX&YZ2 避難時は内部から解錠可能（令125条の2）

・非常⽤昇降機の乗降ロビーには令129条の13の3、第3項第9号の標識などを設置。

opqr^qstuv

3����������=&[SU\C]12

3^_)`abc1de)���&*�CD��EFGHI�"/012
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病院経営企画課/病院管理課
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記号凡例
WXYZ

W[YZ

W[YZ\W[]^_`abW[]_c

WXYZ\deHf8ghijc

建設省告⽰1436号の4の⼆適⽤

klm[

�nm[

#$%&�'(()*+,-.!/012

・H12告⽰1436号⼆（⼆）、（四）の出⼊⼝は、H300の防煙垂壁+常閉式不燃扉

・非常⽤EV乗降ロビーの屋内への扉には、ホース通過孔を設置。

3��34��&56789:�&;<78/012

・防⽕区画貫通部は国⼟交通⼤⾂認定防⽕ 措置⼯法を⾏う。

3*�78=>01?-&@A(()78-9���B&*�CD��EFGHI�"/012

3*�78JK)LM��&9NO����P�/012

3Q?R)STU&V WX&YZ2 避難時は内部から解錠可能（令125条の2）

・非常⽤昇降機の乗降ロビーには令129条の13の3、第3項第9号の標識などを設置。

opqr^qstuv

3����������=&[SU\C]12

3^_)`abc1de)���&*�CD��EFGHI�"/012
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記号凡例
DEFG

DHFG

DHFG:DHIJKLMNDHIK;

DEFG:OPQR�STUV;

建設省告⽰1436号の4の⼆適⽤

WXYH

Z[YH

#$%&�'(()*+,-.!/012

・H12告⽰1436号⼆（⼆）、（四）の出⼊⼝は、H300の防煙垂壁+常閉式不燃扉

・非常⽤EV乗降ロビーの屋内への扉には、ホース通過孔を設置。

3��34��&56789:�&;<78/012

・防⽕区画貫通部は国⼟交通⼤⾂認定防⽕ 措置⼯法を⾏う。

3*�78=>01?-&@A(()78-9���B&*�CD��EFGHI�"/012

3*�78JK)LM��&9NO����P�/012

3Q?R)STU&V WX&YZ2 避難時は内部から解錠可能（令125条の2）

・非常⽤昇降機の乗降ロビーには令129条の13の3、第3項第9号の標識などを設置。

\]^_J^`abc

3����������=&[SU\C]12

3^_)`abc1de)���&*�CD��EFGHI�"/012
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記号凡例
����

����

���������	
�����	


��������������


建設省告⽰1436号の4の⼆適⽤

����

����

�� !"#$$%&'()*�+,-.

・H12告⽰1436号⼆（⼆）、（四）の出⼊⼝は、H300の防煙垂壁+常閉式不燃扉

・非常⽤EV乗降ロビーの屋内への扉には、ホース通過孔を設置。

/0�/10�!234567�!8945+,-.

・防⽕区画貫通部は国⼟交通⼤⾂認定防⽕ 措置⼯法を⾏う。

/&�45:;,-<)!=>$$%45)6���?!&�@A��BCDEF��+,-.

/&�45GH%IJ��!6KL���
M�+,-.

/N<O%PQR!S�TU!VW. 避難時は内部から解錠可能（令125条の2）

・非常⽤昇降機の乗降ロビーには令129条の13の3、第3項第9号の標識などを設置。

������ !"#

/��������
�:!XPRY@Z-.

/[\%]^_`-ab%���!&�@A��BCDEF��+,-.
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病院経営企画課/病院管理課
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&²^³�q#Þkg/�

áâ�lmFD�(@{|g/�E�=g/�no@�p�l@qr�l!å;3#@設備運⽤の省⼒化および予防保

全を図り、省エネルギー運⽤を⽀援します	�

ëtg/m67g/� �� s�*9�\t[\è���uÂ@s�*��v[#1w�xy��z{DE?#@|}c

�gFm#$%	�

C»�\��D9~�j[�\��!"⽤し、セキュリティ（⼊退室管理）、照明、空調等の連動を容易にします	�

設備システムの保守管理機能の向上、省エネルギーと快適性の調和を目的に ����!TU#$%	�

ëtg/D"gÕeマルチサイン装置にて、エネルギー使⽤量や発電量をリアルタイムで表⽰し、施設利⽤者各々の省

エネルギーへの意識を啓発します。�

�

�����l6��

� �O6À��p�l�

� �O6À@=É�����l�

�

����Þk�no6��

� ���Ò台数制御、送⽔温度制御、変流量制御等�

� �{|6@¿|6Òウォーミングアップ制御、外気冷房制御、室内 �-�濃度による外気導⼊量制御、�

����¤çÞk、還り温度補償制御��

� �ËÌ[Ò室内温度による換気ファンの発停、スケジュール制御等�

�ÄÅÆ�ÇÈ{|6Ò�áX�)[D�e��Þk��

・ファンコイルユニット：還り温度補償制御等�

・床吹出⼝：風量制御等�

� �=ÉÒ=»Þk��

� ・⾬⽔排⽔：⾬⽔切替弁制御（停電時⾃動閉切替弁、�__���_ ãä��

� �qrst@'�îÄ�ÇÒ�[Ä�Þk@qrst��s�[Ñé��

�

�&��主な計量・計測ポイント�

>ët�

�建物全体の電⼒使⽤量�

�太陽光パネル発電量�

�各中央熱源機器、補機類の電⼒使⽤量�

�O{|6�{|6@¿|6@ÄÅÆ�ÇÈ{|6等）の電⼒使⽤量�

�給排⽔ポンプ類の電⼒使⽤量�

�エレベーターの電⼒使⽤量�

�各執務室における照明電⼒使⽤量�

�O�+8DÔÕe -��コンセント電⼒使⽤量�

�全熱交換器および換気ファン系の電⼒使⽤量�

�その他諸室の照明電⼒使⽤量�

�イベント時の電⼒使⽤量�

>=�

�建物全体の上⽔使⽤量�

�建物全体の雑⽤⽔使⽤量�

�外構散⽔の雑⽤⽔使⽤量�

�井⼾⽔の揚⽔量�

・⾬⽔の再⽣利⽤⽔量�

���=DÔÕeC=��E=量�

�イベント時上⽔使⽤量�

�

>�ì\�

���W� ���のガス使⽤量�

�ガス瞬間湯沸器のガス使⽤量�

�ガス焚吸収式冷温⽔機のガス使⽤量�

>Í�Î�

�qr´Y年間時間�

��'[îV|��堂、厨房、カフェ、売店）の⽔、電気、ガスの使⽤量�

・外気温度・湿度、風速、風向、降⾬状態�

�

�

��������	
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��������	
���

n²_³��´�µ�

� ¶��·¸9¹ºVD»F%e1¼@B½�¾¿DgF%e6À92hÁ��m#$%	�

�2hÁ����ÂÃ©9hÁ����

�¾¿=É���
 ���

�Í�Î¾¿DgF%e6Àl�

�

n²�³�g�ÏÐ�

� C=� � �千葉県⽔道局⽔道本管より引込む⽔であり、飲料⽤⽔、洗⾯、�PQ��=�D�Â$%	�

� ��=� �⾬⽔再利⽤⽔（不⾜分は空調ドレン、井⽔、上⽔（Ñ�9��ð»��cU(@î����=@¾¿}=�

�D�Â$%	�

�

�����()�

Ñ &：平常時給⽔量条件�

���� ����� �� ���

��	
 ���
 ��	
 ���


�
�� ����
����� ����
����� ����
����� �
���� �
���� �
����

���
� ��� ��� ��� ����� ���� �����

������ 

⽇使⽤⽔量（ｍ
�!"#$��

��

⽇使⽤⽔量

�
→受⽔槽容量（上⽔）���ii³���� _³n�� � �]�`��

→受⽔槽容量（雑⽤⽔）����=É���_`�@:�=É�^���（非常時を想定し、容量を決定）�

�

Ó�：千葉県⽔道局の基準により、⽇使⽤⽔量 n³_���`��� m¡¢�

Ó�ÒR�g/g�G����� �]年度版）�(C=���=���£©!¡¢�

�

����'()�¤¥��ë)��

�

Ñ n：非常時の⽣活⽤⽔量�

��� ��� ��� ��� ��� ��� 	�� 
� 有効⽔量 �
��

���� ��� ����� ��� ��� ��� ��� ��� ��� � � �

�� ���� ����� ���� ���� ���� � � � ����� ����  �!"#$%&%'

(�� ���� ����� ����� ����� ����� � � � ������ ����� )�"*�

+� ���� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ������ ����� ,-�./0�!
�

�

�

Ñ ^：災害時給⽔量条Ð�

��� ����

��� �	
� ��
��� ��� 2⽇目以降

�� ����� ��� ����� ��!��"

#$�� �� ��

帰宅困難者 ��� ��%&'()

*��� ��+�� ���

,���

-�.
/

0

�

)

,�1,2

�
�

○上⽔（飲料⽤⽔、洗⾯、シャワー⽤⽔）

���� �� � �� 	 
� � ���
�	 ���
�
� ��
���
���
����

���� 飲料⽤⽔の必要貯⽔量 （m��
���� ⼀⼈当たり⼀⽇使⽤量＝4（L/⼈・⽇） � �������

���� ������� �� �� ���

���� ⼤地震動後、災害応急対策活動を⾏う職員等の数（⼈） !�� ���


��� ⼤地震動後、⼀般職員が施設を離れるまでの⽇数（⽇） � ���


��� "#$%&'()*+,-./0+1234,����� � ���

5
���� ��	 � �� �� 	 � � !���	 ����� ���
� ��
����

�������� � 6! 7 ⽔槽容量 �86� �9���9��
�

��������	
��
�
�� ���� � �� � �� � ������ ������� ������������������� �!�"""

�
�# 雑⽤⽔の必要貯⽔量 （m��
$
�# ⼀⼈当たり⼀⽇使⽤量＝30（L/⼈・⽇） %" �&!'()�

$*�# +,-.�/0123456789:;2<=>?@,A-.� " �B!)�

の機能確保に必要な補給⽔1⽇使⽤量（Ｌ/⽇）

C��
�� ��%" � �DEF� � � � G�"�� ��F�� ��� ��"��

�������� �F"H�% 有効⽔量 �F�H"

F� �!�"""

�I�� �I��
�

○排⽔量

���� �� � �	 
 �	 � ��
��
 ������� ���	�������	���

���� 相当期間分の排⽔量 （m��
���� ⼀⼈当たり⼀⽇排⽔量＝30（L/⼈・⽇） �� �������

�	�� ������� 
 !"	 ���

�
�� ⼤地震動後、災害応急対策活動を⾏う職員等の数（⼈） #	� ���

�	�� ⼤地震動後、⼀般職員が施設を離れるまでの⽇数（⽇） 	 ���

���� 放流⼜は汚⽔等の搬出が可能となるまでのまでの⽇数（⽇） $ ���

%��&�� ���
 � 
 !"	 
 	 � #	��
 ��$�� 	���� ���	���

��������� 	'()�� * 有効⽔量 	'#)��+�� �+��
�

�����

・飲料⽔の確保：���	�
��

�
�����������


�
���������

�
��）･･･飲料⽔は原則ペットボトルにて確保

� !��"#$%�&'�� !����(�
�
�������

�
��) !*+�����

�
�����,�

�
��)%�,(�

�
-��

�.��"#$ ピットを利⽤した災害⽤緊急汚⽔槽の設置
�

�

��������	
��
���

���■⽔害等がなく、地下ピットの⾬⽔槽・雑⽤⽔槽および井⼾が使⽤可能な場合�

� � � ����空調稼働、天候や上⽔道の状況に関わらず、井⼾から�最⼤揚⽔量������������ �� ���� ��� ����!�

� � � � � � �雑⽤⽔⾼置⽔槽（容量 "� ���#���"���"$%������&�����%'�� '"(�) ����*�

� � � +���,-./01�2��3�㎥）に貯留�

�

� � ■⾼潮⽔害時、地下ピットの⾬⽔槽・雑⽤⽔槽および井⼾が⽔没する場合�

� � � ����雑⽤⽔⾼置⽔槽（容量 "� ���#���"���"$%������	456�7�89:�;<�� =>? "�����@A	
B��

� � � ※⽔没した井⼾→雑⽤⽔槽→雑⽤⽔⾼置⽔槽へ���CDE�FGH�IJKLCMN84OPQ	RSTUGH�雑⽤⽔給⽔量の確保は可能� �

� � � +���災害⽤緊急汚⽔槽に貯留�

� � � ※⽔没した災害⽤緊急汚⽔槽に排⽔を流せるかは様⼦を⾒ながら運⽤�

�

�

�

�

�



n²�³�¦§À¨g/�

� ¦§À¨9©=.@�いやすさ、維持管理性、衛⽣⾯等に配慮した器具を選定します	�

�

Ñ iÒ¦§À¨����

���� ��

洋風⼤便器 節⽔型洗浄弁、センサースイッチ（停電時対応⼿動ボタン付）、温⽔洗浄便座、擬⾳装置（⼥⼦便所）、中⽔仕様※

⼩便器 ⾃動洗浄式低リップ⼩便器、中⽔仕様、⾃⼰発電型（⼀部）

��� 	
��

⻭磨きユニット �
������������������

�������� � !"#�$

%&'(�� 節⽔型洗浄弁、温⽔洗浄便座、オストメイト、⼿洗器

掃除⽤流し バック付掃除⽤流し

冷⽔器 )�(��#�$*+�(��,-��./0123
�

Óá=��Ò��=�=�Ò{|��[@�=@�=�の利⽤を想定した仕様�

�

n²&³�E=g/�

C=�=�9ª=�@��=�=�9{|��[@�=@�=@C=�� �つの給⽔源を有効利⽤した計画とします	�

¢ iDE=Ë��¢!é#$%	�

�

�

�
��

��

�

��

��

⾬⽔貯留槽

（沈砂、沈殿�

���

��

��

��

��

	�


�

��

��

��

���


��

�������

���	�


��


���

流し等

��� ��

��	


���

��

便器

��

便器

��

便器

��

便器

��

便器

��

便器

��

便器

��

便器

��

����

便器

��

便器

��


���

流し等


���

流し等


���

流し等


���

流し等


���

流し等


���

流し等


���

流し等


���

流し等


���

流し等

���

����
井⼾

���

�
¢ ]ÒE=Ë��¢�

����C=�

C=9E=¶Q�( ]^� c«d\¬@­5t[jD" �� ADgF�C=ãä�=É���
 �、有効容量 �]���D

貯⽔し、重⼒により、必要箇所へ供給します	1®#@CJAãä9�¯C5E=t[jD"C5#"°E#$%	�

�=ÉD9±²³´µ�"=¶!gÕ@ª=·¸)DÔÂ"¹§º�=!abcde��m#$%	�

������=�

�⽤⽔は給⽔⽅式を⾼置⽔槽給⽔⽅式とし、免震層下部地下⼆重ピットを利⽤した雑⽤⽔槽より、揚⽔ポンプ�=át

[j�D" ��階に設置した雑⽤⾼架⽔槽へ貯⽔し、重⼒により、必要箇所へ供給します	1®#@CJAãä9�¯
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□交通量計算の条件

□交通量計算結果と比較検討
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□計算結果
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G1( 1- 3号機) G1( 4号機) G2( 5- 6号機) G2( 7号機) G3( 8- 9号機) G3( 10号機)

乗用 非常用兼人荷用 乗用 非常用兼人荷用 乗用 乗用

有（小型機械室） 有（小型機械室） 有（小型機械室） 有（小型機械室） 無（機械室レス） 無（機械室レス）

交流可変周波数制御（AIﾌｧｼﾞｨ付） 交流可変周波数制御 交流可変周波数制御（AIﾌｧｼﾞｨ付） 交流可変周波数制御（AIﾌｧｼﾞｨ付） 交流可変周波数制御 交流可変周波数制御

3台群乗合全自動方式 方向性乗合全自動方式

1150Kg 1700Kg 1150Kg 1150Kg 750Kg 750Kg

17人 26人 17人 17人 11人 11人

150m/min 105m/min 150m/min 150m/min 105m/min 105m/min

10ヶ所(1～10F) 11ヶ所(1-11F) 10ヶ所(1-10F) 11ヶ所(1-11F) 7ヶ所(1-7F) 4ヶ所(1-4F)

2枚戸中央開き 2枚戸中央開き 2枚戸中央開き 2枚戸中央開き 2枚戸中央開き 2枚戸中央開き

W1000×H2100 W1100×H2100 W1000×H2100 W1000×H2100 W900×H2100 W900×H2100

W1800×D1500×H2300 W1800×D2000×H22500 W1800×D1500×H2300 W1800×D1500×H2300 W1400×D1350×H2300 W1400×D1350×H2300

AC Kw AC Kw AC Kw AC Kw AC Kw AC Kw

ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ kVA） AC-3φ-200V, 50Hz（ kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ kVA） AC-3φ-200V, 50Hz（ kVA） AC-3φ-200V, 50Hz（ kVA）

亘長 亘長 亘長 亘長 亘長 亘長

アース アース アース アース アース アース

ACＧＣ-3φ-100V, 50Hz（1kVA） AC-3φ-100V, 50Hz（1kVA） ACＧＣ-3φ-100V, 50Hz（1kVA） ACＧＣ-3φ-100V, 50Hz（1kVA） AC-3φ-100V, 50Hz（1kVA） AC-3φ-100V, 50Hz（1kVA）

ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ 1.5 kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ 1.5 kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ 1.5 kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ 1.5 kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ 1.5 kVA） ACＧＣ-3φ-200V, 50Hz（ 1.5 kVA）

― ― ― ― ― ―

地震 有(PS波) 有(PS波) 有(PS波) 有(PS波) 有(PS波) 有(PS波)

火災 有 ― 有 無 有 有

自家発 無 ― 無 ― 無 無

有 有 有 有 有 有

有（A14耐震） 有（A14耐震） 有（A14耐震） 有（A14耐震） 有（A14耐震） 有（A14耐震）

有 有 有 有 有 有

無 無 無 無 無 無

無 無 無 無 無 無

有 無 有 有 有 有

有 無 有 有 有 有

有（通産省対応ACL＋絶縁トランス） 有（通産省対応ACL＋絶縁トランス） 有（通産省対応ACL＋絶縁トランス） 有（通産省対応ACL＋絶縁トランス） 有（PWM制御＋絶縁トランス） 有（PWM制御＋絶縁トランス）

有 有 有 有 有 有

有 有 有 有 無 無

有 有 有 有 有 有

有 有 有 有 有 有

有 有 有 有 有 有

有 有 有 有 有 有

無 無 無 無 有（10号機の切り離し） 有（10号機の切り離し）

有 有 有 有 有 有

有 有 有 有 有 有

有（監視盤に全階ｷｰSW、ﾀｲﾏｰ併用） 有（監視盤に全階ｷｰSW、ﾀｲﾏｰ併用） 有（監視盤に全階ｷｰSW、ﾀｲﾏｰ併用） 有（監視盤に全階ｷｰSW、ﾀｲﾏｰ併用） 有（監視盤に全階ｷｰSW、ﾀｲﾏｰ併用） 有（監視盤に全階ｷｰSW、ﾀｲﾏｰ併用）

有（かご上） 有（かご上） 有（かご上） 有（かご上） 有（かご上） 有（かご上）

有（全階） 無（全階） 有（全階） 有（全階） 有（全階） 有（全階）

全階 大枠（SUS VIB） 全階 大枠（SUS HL） 全階 大枠（SUS VIB） 全階 大枠（SUS VIB） 全階 大枠（SUS VIB） 全階 大枠（SUS VIB）

全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 無 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し）

全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） SUS HL 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し） 全階 鋼板指定色塗装（磨き無し）

硬質アルミ 硬質アルミ 硬質アルミ 硬質アルミ 硬質アルミ 硬質アルミ

25mm 25mm 25mm 25mm 10mm 10mm

特注型ストローク式（白色点灯） マイクロストローク式（メーカー標準） 特注ストローク式（白色点灯） 特注ストローク式（白色点灯） マイクロストローク式（メーカー標準） マイクロストローク式（メーカー標準）

SUS VIB フェースプレート式 SUS-HLﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ付 SUS VIB フェースプレート式 SUS VIB フェースプレート式 SUS-VIBﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ付 SUS-VIBﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ付

― デジタルドット式（乗場ボタン一体型） ― 幕板組込（デジタルドット式） ― ―

白色LED点灯（特注形状幕板組込型） 無 白色LED点灯（特注形状幕板組込型） 白色LED点灯（特注形状幕板組込型） 白色LED点灯（特注形状幕板組込型） 白色LED点灯（特注形状幕板組込型）

無 １階のみ設置 無 １階のみ設置 無 無

無 無 無 無 有（乗場ボタン一体型） 有（乗場ボタン一体型）

鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し）

鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し）

鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し） 鋼板指定色塗装（磨き無し）

SUS VIB SUS VIB

ガラスクロス（LED照明） アクリルグローブ（LED照明） ガラスクロス（LED照明） ガラスクロス（LED照明） ガラスクロス（LED照明） ガラスクロス（LED照明）

― 鋼板指定色塗装（５分ツヤ） ― ― ― ―

特注ストローク式（白色点灯） マイクロストローク式（メーカー標準） 特注ストローク式（白色点灯） 特注ストローク式（白色点灯） 特注ストローク式（白色点灯） 特注ストローク式（白色点灯）

主＆副 袖壁一体型（SUS VIB） プレート式（ステンレス調アルミ） 主＆副 袖壁一体型（SUS VIB） 主＆副 袖壁一体型（SUS VIB） 袖壁一体式（SUS VIB） 袖壁一体式（SUS VIB）

デジタルドット式（かご操作盤一体型） デジタルドット式（かご操作盤一体型） デジタルドット式（かご操作盤一体型） デジタルドット式（かご操作盤一体型） デジタルドット式（かご操作盤一体型） デジタルドット式（かご操作盤一体型）

無 無 無 無 無 無

有（かご副操作盤組込） 有（かご背面パネルにドーム型取付） 有（かご副操作盤組込） 有（かご副操作盤組込） 有（かご操作盤と反対の袖に組込） 有（かご操作盤と反対の袖に組込）

有 有 有 有 有 有

SUS VIB ステンレス調アルミ SUS VIB SUS VIB SUS VIB SUS VIB

特注型 SUS VIB SUS HL（ﾒｰｶｰ標準） 特注型SUS VIB 特注型SUS VIB 特注型 SUS VIB 特注型 SUS VIB

SUS HL SUS HL SUS HL SUS HL SUS HL SUS HL

背面中央パネルフルハイトミラー 無 背面中央パネルフルハイトミラー 背面中央パネルフルハイトミラー 背面中央パネルフルハイトミラー 背面中央パネルフルハイトミラー

有 有 有 有 有 有

無 無 無 無 無 無

ｔ6 ラバータイル（指定品） ｔ6 ラバータイル（指定品） ｔ6 ラバータイル（指定品） ｔ6 ラバータイル（指定品） ｔ6 ラバータイル（指定品） ｔ6 ラバータイル（指定品）

無 無 無 無 無 無

無 有 無 無 無 無

無 有 無 無 無 無

床

かご上クーラー

保護幕

床マット

監視盤 有（自立型LED式）

か

ご

フェーシア（幕板）

袖壁

天井照明

車椅子操作盤

手摺

巾木

鏡

音声合成案内

コンセント

かご内ボタン

かご操作盤

かご位置表示灯

カードリーダー対応

防犯カメラ

多光軸ドアセンサー

SUS VIB SUS HL SUS VIB SUS VIB
出入口柱

ホールランタン

非常呼戻しボタン

メンテナンスボックス

かご内壁

かご内扉

天井

遮煙対策型ﾄﾞｱ

乗

場

三方枠

幕板

扉

しきい

ランニングクリアレンス

乗場ボタン

乗場ボタン フェースプレート

乗場位置表示灯

二度押しｷｬﾝｾﾙ機能（かご）

グループ分割機能

かご上非常放送用スピーカー

乗場ボタンによるドアリオープン機能

不停止制御機能

着床チャイム

高調波対策

専用運転

即時予約機能

満員通過機能

いたずら行き先階呼びキャンセル

反転時かご呼び自動取消し機能

新法対応

新耐震基準対応

ピット下利用

昇降路内機器指定色塗装

車椅子仕様

視覚障害者仕様

動力電源（１台１回線）

照明電源（１台１回線）

かご上クーラー電源（１台１回線）

かご内コンセント用電源（１台１回線）

管制

停電時最寄階着床（バッテリー）

3台群乗合全自動方式(内非常用１台) 3台群乗合全自動方式

積載荷重

定員

速度

停止ヶ所

基

本

仕

様

用途

機械室

制御方式

操作方式

戸形式

出入口寸法

かご内法

電動機容量
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� C=� � � � ：既存引込を⽼朽化のため、更新します	�

� Ã=���=：既存公設桝を利⽤します		
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良範囲を必要最⼩限に納める計画とします	�
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´µ¶·GP¬ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­

´µ¶·GP� ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­

¸¹¬ £ £ �� w� �� y� z� y w Y?@ JC@ ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

¸¹ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­

¿|ieïð»f £ £ £ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ >?@ Á¦§ Á¦§Â «��_� ¬� ­ ��"º�

»¼i��� £ £ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ ½¦§ ¾¦§ «��_� ¬� ­ ��"º� ���������	


�ñi £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ JC@ ¤¥¦§ ®¯°±ª?² «��_� ¬� ­ É?²ª?²

ÃÄ £ £ �� w� �� y� }� y w ­ B>C ¤¥¦§ ¤¥ÅÆÇÈ «��_� ­ � É?²ª?²

ÊËi £ £ �� w� �� y� }� y ­ Y?@ JC@ ¤¥¦§ ¤¥ÅÆÇÈ «��_� ­ w É?²ª?²

ÌVMÍG*+, £ £ �� w� �� y� z� u w Y?@ >?@ Á¦§ Á¦§Â «��_� ¬� ­ ��"º�

ÎÏ*+, £ £ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ Á¦§ Á¦§Â «��_� ¬� ­ ��"º�

Ð¡¢i� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

ÑÒi��� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ >?@ Á¦§ Á¦§Â «��_� ¬� ­ ��"º�

òó^ôßõ|i £ £ £ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ JC@ ¤¥¦§ ®¯°±ª?² «��_� ¬� ­ ��"º�

2öi £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

2ö¡÷ie�f £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

2ö¡÷ie�f £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

øi��¬ £ £ ; �� w� �� y� }� � ­ Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ®¯°±ª?² «��_� ¬� ­ ��"º�

ð¼ùi £ £ ; �� w� �� y� z� �y �w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

úûXÚGX £ £ ; �� w� �� y� z� y w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ®¯°±ª?² «��_� ¬� ­ ��"º�

úûi�ª� £ £ ; �� w� �� y� }� y w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ®¯°±ª?²

ð¼i £ £ ; �� w� �� y� z� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º� £ £

üð¼i�ª� £ £ ; �� w� �� y� z� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

ÊËi:ð¼�üð¼i= £ £ ; �� w� �� y� }� y ­ Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ®¯°±ª?² «��_� ­ w ��"º�

ð¼ýþi £ £ ; �� w� �� y� }� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

ýþi £ £ ; �� w� �� y� }� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

�Ø¡¢i £ £ ; �� w� �� y� }� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ¨©ªC© «��_� ¬� ­ ��"º�

�Ãß��i £ £ �� w� �� y� z� �� w Y?@ B>CeJf ¤¥¦§ ®¯°±ª?² «��_� ¬� ­ ��"º�

êÄ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ «��_� ­ w É?²ª?²

¸¹�ª� ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­

´µ¶·GP� ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­

´µ¶îi�ª� ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­ ­
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i
]jklm-'n$i
opqrs
�gt��uv�w�x�ht���v�y�x�"#$%z��{|�	�}��~����#$�����#%

����_��� �������

i
opqrs ���� _���

gt ht � j��k ����� � ���

oq pqe��f oq pqe��f ���	 ���] A`�] �) ��_�� _���

:v= :x= :v= :x= :T��= :T��= :�
�
����= :���=

! ¡¢ £ £ £ �� w� �� y� }� �� ¤ Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬� ��������	
��
���������

­�®¯i�°� £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

¸¹º»¼ £ £ �� w� �� y� }� y w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ½?·°?· ©��_� « w ��"¬�

¾¿Ài £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

ÁÂ i £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

NÅGi £ £ £ �� w� �� y� }� u w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

\®Æ¡ i £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

¡®¯i £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

ÇÈÉÊGPª £ £ £ �� w� �� y� z� u « « ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ « « « «

¡¢ËÌG�°� £ £ £ �� w� �� y� z� y w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

¡ *+,ÍÎ £ £ £ �� w� �� y� z� � « « ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ « « « «

ÇÈÉÊGP� « « « « « « « « « « « « « « «

Ï|i £ £ £ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

ÐVMÑG*+, £ £ �� w� �� y� z� u w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

ÒÓ*+, £ £ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

¹¼ £ £ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬� ���������

ÔÕi £ £ �� w� �� y� }� y « Y?@ JC@ ±²¦§ ±²Ö×ØÙ ©��_� « w ³´µ¶°?·

Ú ¡i� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

· ¡iª £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

ÛÜi� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

�Ý ¡ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

�Þ ¡ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

�Â ¡ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

ß ¡i�°� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

ß ¡iy £ £ ; �� w� �� y� }� �� w TU@ TU@ à¦§ á¦§ ©��_� ª� « ��"¬� 
 !"#$%&#'(

âãi�°� £ £ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ à¦§ á¦§ ©��_� ª� « ��"¬� 
 !"#$%&#'(

ÛÜi� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ JC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ³´µ¶°?·

äå�æçè�i £ £ �� w� �� y� }� �y w Y?@ JC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

éêbMHëìKíXîïð £ £ �� w� �� y� }� �y w Y?@ JC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

情報経営部分室 £ £ ; £ £ �y yw �y yw �������� y ��� « B>C á¦§ á¦§ ©��_� « w ½?·°?· �)*+*,		
�-.�/	-01

òóA`ôõi £ £ ; £ £ �� w� �� y� �������� �� w Y?@ B>C ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

ö÷øùi £ £ ; £ £ �� w� �� y� �������� �� w Y?@ B>C ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

�ú�+Kb £ £ �� w� �� y� }� � w Y?@ JC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬� £ £ £

û¼ « « « « « « « « « « « ©��_� « w ½?·°?·

ÍÎ�°� « « « « « « « « « « « « « « «

ÇÈÉÊGP� « « « « « « « « « « « « « « «

ÇÈÉüi�°� « « « « « « « « « « « « « « «

ýþ��2�� £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

��PG����� £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ³´µ¶°?·

�	
GX £ £ £ �� w� �� y� }� �� ª�� Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

¡ Â|âÏ|i�ýþ�d £ £ £ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

�i « « « « « « « « « « « « « « «

¡ãi £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

¡ã
�i £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

�¡ãi £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

�® i��w £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

NÅGi £ £ £ �� w� �� y� }� u w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ½?·°?·

¡®
�i £ £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

���d £ £ £ �� w� �� y� z� �y w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

âãiy £ £ £ �� w� �� y� z� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

ÇÈÉÊGPª £ £ £ �� w� �� y� z� u « « ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ « « « «

ýþËÌG�°� £ £ £ �� w� �� y� z� y w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬�

¡ *+,ÍÎ £ £ �� w� �� y� z� y « « ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ « « « «

ÇÈÉÊGP� « « « « « « « « « « « « « « «

��ie�f £ £ �� w� �� y� }� � w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

�z����®i £ £ �� w� �� y� }� �y w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

Ï|i £ £ £ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

âãi��ª £ £ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ à¦§ á¦§ ©��_� ª� « ��"¬� 
 !"#$%&#'(

ß ¡i�°� £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ³´µ¶°?·

ÛÜi��y £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

ÐVMÑG*+, £ £ �� w� �� y� z� u w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

ÒÓ*+, £ £ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬�

¹¼ £ £ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ ¥¦§ ¥¦§¨ ©��_� ª� « ��"¬� ���������

ÔÕi £ £ �� w� �� y� }� y « Y?@ JC@ ±²¦§ ±²Ö×ØÙ ©��_� « w ³´µ¶°?·

Ú ¡i £ £ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ±²¦§ ÃÄ°CÄ ©��_� ª� « ��"¬�

�ú�+Kb £ £ �� w� �� y� }� � w Y?@ JC@ ±²¦§ ³´µ¶°?· ©��_� ª� « ��"¬� £ £ £

û¼ « « « « « « « « « « « ©��_� « w ½?·°?·

ÍÎ�°� « « « « « « « « « « « « « « «

ÇÈÉÊGP�°� « « « « « « « « « « « « « « «

ÇÈÉüi�°� « « « « « « « « « « « « « « «
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i
]jklm-'n$i
opqrs
�gt��uv�w�x�ht���v�y�x�"#$%z��{|�	�}��~����#$�����#%

����_��� �������

i
opqrs ���� _���

gt ht � j��k ����� � ���

oq pqe��f oq pqe��f ���	 ���] A`�] �) ��_�� _���

:v= :x= :v= :x= :T��= :T��= :�
�
����= :���=

 ¡¢£i ¤ ¤ �� w� �� y� }� y w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ©ª«¬­?® ¯��_� °� ± ��"²�

³|i ¤ ¤ ¤ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

¶·i�­� ¤ ¤ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ ¸§¨ ¹§¨ ¯��_� °� ± ��"²� ���������	


®¡ iy­w ¤ ¤ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ ¸§¨ ¹§¨ ¯��_� °� ± ��"²� ���������	


º»i��¼ ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�

¿ÀÁNGÂG ¤ ¤ �� w� �� y� }� u w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

®¡ i° ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�

ÃÄÅÆ¡¡ i ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�

ÇVMÈG*+, ¤ ¤ �� w� �� y� z� u w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

ÉÊ*+, ¤ ¤ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

£Ë ¤ ¤ �� w� �� y� }� y w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²� ��
������

ÌÍi ¤ ¤ �� w� �� y� }� y ± Y?@ JC@ ¥¦§¨ ¥¦ÎÏÐÑ ¯��_� ± w ©ª«¬­?®

Ò¡ i ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�

®¡ i�­� ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ©ª«¬­?®

�Ó�+Kb ¤ ¤ �� w� �� y� }� � w Y?@ JC@ ¥¦§¨ ©ª«¬­?® ¯��_� °� ± ��"²� ¤ ¤ ¤

ÔË ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ¯��_� ± w Õ?®­?®

Ö×�­� ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ±

ØÙÚÛGP�­� ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ±

ØÙÚÜi�­� ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ± ±

³|i ¤ ¤ ¤ �� w� �� y� z� �y �w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

ÝÞßài ¤ ¤ �� w� �� y� }� �y �w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

¶·i�­� ¤ ¤ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ ¸§¨ ¹§¨ ¯��_� °� ± ��"²� ���������	


áâãÄäåæi ¤ ¤ ; �� w� �� y� z� �y w TU@ TU@ ¸§¨ ¹§¨ ¯��_� °� ± ��"²� ���������	


®¡ iy ¤ ¤ ; �� w� �� y� }� �y w TU@ TU@ ¸§¨ ¹§¨ ¯��_� °� ± ��"²� ���������	


º»i��w ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�

¿ÀÁNGÂG ¤ ¤ �� w� �� y� }� u w Y?@ >?@ ´§¨ ´§¨µ ¯��_� °� ± ��"²�

º»i� ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�

ç¡ i��° ¤ ¤ �� w� �� y� }� �� w Y?@ ?BJC@ ¥¦§¨ ½¾­C¾ ¯��_� °� ± ��"²�
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